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『匿名のガル年代記」1第一巻（翻訳と注釈）  
［第5牽から第17章まで］  
勝   荒  木  
以下の翻訳は、写本ザモイスキ版、センジヴォヤ版、へイルスペルスキ版  
を検討したカロル・マレナンスキK．Maleczy員skiの校訂本を用いた（Galli  
Anonymi Cronicae et Gesta Ducum sive Principum Polonorum  
［Monumenta n）loniae Historica，Nova series，TomusII，Cracoviae  
1952］）。   
注釈に関しては、ピエロフスキ（A．Bielowski）、マレナンスキ、プレジア  
（M．Plezia）、グロデッキ（R，Grodecki）、ブイノッホ（J．Bujnoch）、シラ  
フト7スキー・ケプケ（I．Szlachtowsk，R．Koepke）に拠った。注釈におい  
ては、注釈者の見解をそれぞれに  
Bielowski→［Bi］、Plezia→［P］、Grodecki→［G］、Bujnoch→［B］、   
Maleczy丘ski→［M］、I．Szlachtowski，R．Koepke→［S］  
と略記し、以下にその見解を紹介した。それ以外の注釈は訳者のものである。  
参照した翻訳は、グロデッキ訳をふまえたプレジアによるポーランド語訳A〝0邦g∽  
tzw．Gall，KronikaR）Lska，Krak6w1982［BIBLIOTEKANARODOWA．  
Nr．59トブイノッホのドイツ語訳凡Jg〝5Aクそβ犯ge，Gα肋s A〝0乃ツ椚2（S，  
Chronik und7bten der HeYZOie und F7iYSten uOn Polen．Verlag Stria，  
Graz－Wien－K61n1978である。典拠については、聖書は、シュトットガルト  
版のβf∂J由ふzc和才∽由V〟な忍ぬ∽ Ve朽わ〝g研1969（その翻訳は、とくにこ  
とわりがない限り、『合同訳聖書』日本聖書協会、1991年）に拠った。ギリシ  
ャ・ラテンの古典については、乃g⊥og∂CJわざSfcαJ⊥g占用りに拠った。12～13  
世紀の東欧の年代記類については、〝0乃〟研g〝ぬ Ggγ弼α〝ぬe 肋わγわα．  
5とγ訪わ用別に拠った。   
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第五章 ミエシコはどのようにしてドンブルフカを  
妻としたか  
ところで、公の位に剖］いたミュシコは1）天賦のオと天与の力を顕しはじめ2）、  
戦によってますます頻繁に近隣の国々を悩ましはじめた。しかしながらその  
時においてもなお、誤った異教の教えに包まれたまま、自国の慣習に従って  
淫らにも七人の妻を持っていた。その後、ドンブルフカという名の、キリス  
ト教信仰に厚い一人のボヘミアの女を妻に求めた3）。しかし彼女は、ミュシコ  
がこの誤った慣習を捨て、自らキリスト教徒となることを誓約しなければ、  
結婚には応じられないと言った。こうして、ミュシコが異教の慣習を捨て、  
キリストの信仰による秘蹟を受け入れることを同意した時、かの気高き女は、  
壮麗な聖俗の随臣をひきつれてポーランドに入った4）。しかし、ミュシコがし  
だいにキリスト教の慣習と教会の典礼を熱心に吟味し、異教の誤りを捨て、  
自ら教会の母なる胸の中に入っていくまでは、夫婦の床をともにしなかった5）。  
（5）QUOMODOMESCORECEPITDOBROW－  
CAM SIBIIN UXOREM  
At Meschol）ducatum adeptuslngeuium animicepit et vires corporis  
exercere2）；ac nationes per cireuitum bello sepius attemptare．；Adhuc  
tamenin tanto gentilitatis erroreinvoIvebatur，：quOd sua consuetudine  
VIIuxoribus abutebatur．；Postremo unamchristianissimamde Bohemia  
Dubroucam nominein matrimonium．requisivit3）；Atilla，nipravam  
COnSuetudinemⅢamdimittat．：sesequefierichristianumpromittat，；sibi  
nubere recusavit．：Eoigitur collaudante se usumillius paganismi  
dimissurum；et fideichristiane sacramenta suscepturum，；illa domina  
cum magno seculari et ccclesiastico religionis apparatu Poloniam 
introivit4），三necdum tamen thoro sese maritalifederavit，；donecille  
paulatim consuetudinem christianitatis三et religionem ecclesiastici  
ordinis‡diligenter contemplans，errOrem gentilium abnegavit，三seque  
gremiomatrisecclesiecounivit5）；  
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1）［G］ミュシコの権力掌捉の時期は不明であるが、ほぼ960年とする説が広くうけい  
れられている。   
［M］ミュシコがいつ支配権（インペリウム）を握ったかについては、今日まで明ら   
かではないが、おそらく963年以前のことであったと思われる（Widukind，ed．P．Hirsch，   
Hannover1935．ⅠII．66）   
［訳注］オットーー世（神聖ローマ皇帝在位962年・973年）の統治の末期に善かれた   
ヴィドキンドの『ザクセン年代記』Ⅳ材山南ば上品慧〔込漉把S血別品矧 には、ミュ   
シコの名前が丈献史料上始めて登場している。その記述におし－て、ミュシコーー世はス   
ラブ人の国家の支配者として紹介され、神聖ローマ皇帝の友と呼ばれている。ザクセ  
ン辺境伯ゲロがミュシコと戦った年は、他の資料により、963年と推定されてし－る。   
“Geroigitur comes noninmemoriuramenti，Cum Wichmannum accusaru   
Vidissetreumquecognovisset，barbaris，aquibuseumassumpsit，reStituit．Abeis   
libentersusceptus，longiusdegentesbarbaroscrebrispraeliiscantrivit，Misacam   
regem，Cuius potestates erant Slaviquidicuntur Licicaviki，duabus vicibus   
superavit，fratremgueipsiusinterfecit，praedammagnamabeoextorsit．”「辺   
境伯ゲロは、かの誓約を忘れず、訴えられたヴィフマン（皇帝に反抗するザクセン族   
の指導者訳者）の有罪を認めると、ゲロがかつてヴィフマンを身受けしたところの  
あの野蛮人のもとに再びヴィフマンを引き渡した。ゲロは彼らから友好の裡に迎えら   
れると、より遠隔の地に住んでいたスラブ人としばしば戟を交えた。リチカヴィク人  
と呼ばれるスラヴ族の支配藩であったミュシコヨ三をゲロは二度も打ち破り、彼の兄弟   
を打ち殺し、披から多くの戦利品を奪い獲った。（朋＼P∴〟．t，l．s．140．）  
2）［M］Sallust，BellumIugurthinum 28－5“in consule nostro multae bonaegue   
artesanimietcorporiserant．”サルステイウス．『ユグルタ戦記』二八五「我々   
の執政官は、心身といこ多〈のすぐれた技星を持っていた」、Sallust，Bellum Cbtiltnae．   
2－1“divorsiparsingenium，aliicorpusexercebant，”サルステイウス『カティリ   
ナ戦記』ニ・，，・一 「ある老はその精神を鍛え、ある者は肉体を鍛えた」。  
3）［M］ボヘミア公ボレスワフ・スロギ公の娘。977年に没する。Balzer，Gg邦β〝わgfα．   
p．22．［訳注］パルゼルによれば、ドンブルフカのミュシコとの結婚は、ミエンコの   
改宗の前に、すなわち、965年に行われた。ミュシコの改；；こは966年である。従ってパ  
ルゼルにおいては、ミュシコのキリスト者への改宗が、ドンブルフカとの結婚に先行  
したとするガルの記述は誤りであるとされる。  
4）［G］ドンブルフカがポーランドに入ったのは965年である。  
5）［Mこ］年代記作者は誤っている。結婚は965年に行われ、改；；ミは966年に行われたから  
である。Cβざ∽βS，Ⅰ．C．27．乃如椚β用ナ循ⅠⅤ，C．55．c．56．   
［訳注］『コスマの年代記』第→巻ニセ節に次のような叙述がある。「977年、ドンブ  
ルフ力投する。彼女は極めて無分別な女であった。ポーランド公と結婚した時、彼女  
はすでに老齢に達していた。頭の覆いを脱ぎ、乙女の花冠をかぶっていた。これは女  
として大きな愚行であった。」コスマの評価は彼女に対して非常に厳しいものがあっ  
た。それに対して、ドイツの年代記作者ティトマールは彼女を極めて高く評価してい  
る。『ティトマールの年代記』凶巻五五「ミュシコはボヘミアから、ボレスワフ・  
セニョール（年上の）の立派な妹を妻に迎えた。彼女は名前が示すとおりに、実際に  
もすぐれた女であった。というのは、彼女はスラヴ語でドブローヴァと呼ばれていた   
が、それはドイツ語では、『善』を意味するものであったから。実際、このキリスト  
の信者は、け分の夫かさまぎまな異教の誤りに沈んでいるのを知り、いかなる方法に  
3   
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よれば夫を「1分の信仰へとひきよせることができるかを、深く思案した。そしてこの  
世の堕落した三つの欲望によってではなく、あの称賛すべき来世の報いによって、す  
べてのイー話者に待ち望まれる果実によって彼の心をとらえようとした。  
こうして彼女ほ大の改宗のために力を尽したので、それは慈悲深い創造主に聞かれる  
ところとなった。彼女の尽きるところのない愛情によって、かつての迫害省は、心を  
こめて身を献げ、断えまない妾の愛情に満ちた勧めによって、伝来の異教の毒を捨て  
去り、聖なる洗礼によって、収罪を洗い流した。．」（Knnika771ietma7UPoznan1953，  
P．219．221．）   
第六章 栄光に輝く者、あるいはフロブリと呼ばれ  
るボレスワフー世について   
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こうして、ポーランド最初の公ミュシコは、信仰に厚い妻によって、洗礼  
の恩寵に浴したが、1）また彼には、満ち足りる程大きな名誉と栄光が伴った。  
というのは、ミュシコの時代に、ミュシコによって、天から朝の光がポーラ  
ンド王国にもたらされたからである2）。すなわち、ミュシコは、神によって祝  
福された女から、栄光に輝くボレスワフを儲けたからである3）。ボレスワフは、  
父の没後、勇敢に王国を治め、神の寵愛を受けて徳と力とを増し加え、こう  
いってよければ、己の優れた徳の力で、ポーランド全体を黄金のように輝く  
国にしたのである4）。しかしながら、誰が彼の勇気ある行為や5）、囲績する諸  
国民と交えた戦争について正しく語ることができようか6）。ましてそれを文字  
にして後世に伝えることなど、できるものであろうか。一方で、モラヴィヤ  
とボヘミアとを征服し、他方で、プラハにおいて公の座を占領し、それを自  
分の副官に委ねたのは他ならぬボレスワフではなかったか7）。戦において幾度  
もハンガリア人を打ち倒し、彼らの国のすべてをドナウ川まで支配したのは、  
他ならぬボレスワフではなかったかB）。さらに、ボレスワフは、サクソニア人  
の土地の中央を流れるザール川の岸辺に鉄柱を打ち込み、ポーランドの国の  
境を定め、屈することを知らないサクソニア人を鎮圧した9）。ボレスワフが明  
らかに足下に踏み敷いた10）異教の諸臥矧こ対する彼の勝利と凱旋を、声を出し  
て一つ一つ挙げ連ねていくことは必要なことであろうか11）。彼こそ、セレンチ  
アを、ポモージュを、プルシアを、彼らが異教を信じて反抗した時には粉砕  
し、また改宗した時にはその信仰を強めた12）。そしてその地には、ボレスワフ  
が法王の了解のもとに、いや、法王がボレスワフを通して、多くの教会を建  
4   
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て、司教座を設けた。   
同様に、長い布教遍歴の旅に出て、しかも自国の民ボヘミアの反抗的な人々  
から多くの不義不正を加えられた福者ヴォイチェフがボレスワフのところに  
赴いた時13）、大いなる敬意を払ってヴォイチェフを受け入れ、敬廣に彼の教え  
と指示に従ったのは、他ならぬボレスワフであった14）。ところで、殉教者とな  
ったこの聖人は、愛の炎と布教の熱に燃えていたが、すでにポーランドには、  
わずかではあるが信仰の芽が芽生えており、聖なる教会も育っていることを  
知り、恐れることもなくプルシアへ赴き、彼の地で殉教者としての己の道の  
りを走り終えた15）。後にボレスワフは、その聖人の遺体をそれと同じ重さの金  
でブルシア人から買い戻し、しかるべき敬意を払って、グニエズノの大司教  
座に安置した16）。   
同様に、以下のことは、後世の人々に伝えるに価する事柄であると思われ  
る。すなわち、ボレスワフの時代に、皇帝オットー・ルーフスが祈りと和解  
のために17）、またあわせてボレスワフの輝かしき栄光を確かめるために、聖ヴ  
ォイチェフの墓に詣でるということがあった18）。それについては、聖人の殉教  
に関する本の中でより詳しく読むことができるユ9〉。ボレスワフは、この皇帝を、  
あたかも主がローマ皇帝とその顕職の寅者達を接待するに相応しいやり方で、  
厚く敬意を表し、堂々たる態度で受け入れた20）。事実、皇帝が到着した時、ボ  
レスワフは驚くべき奇跡を顕した。まず、様々な騎士の部隊が、つぎに君僕  
達が広い平地に合唱隊のように整列していた。そこでは、服装の様々に異っ  
た色彩がそれぞれの部隊を区別していた。その装飾の多様さはどれもすべて  
凡様なものでなく、他の所ではさらに高く見積られる・品々であった。また、  
ボレスワフの時代には、どの騎士も、またどの宮廷付女官も亜麻や羊毛の着  
物でなく、ギリシャ風の衣を身につけていたし、またボレスワフの宮廷では、  
彼らが身にまとった高価な毛皮は、新調されたものであっても、優れた布地  
や金の縁飾りのないものはなかった。というのは、金は、ボレスワフの時代  
にあっては、銀と同じくらいにありふれたものであり、他方、銀は麦藁と同  
じように安価なものとして扱われたからである。ローマ皇帝は、ボレスワフ  
の栄光、勢威、富貴をみて、讃嘆して叫んだ。「我が帝国の王冠に誓って言う  
が、私が見ているものは、うわさに聞いたものよりもはるかにすばらしいも  
のだ」。そして、大貴族達と諮って、居並ぶ者すべてに向って、つけ加えた。  
5   
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「このような人物、このように偉大な人物を、あたかも諸公の中の一人の公  
と呼び、あるいは伯と呼ぶのはよろしくない。栄光のうちに彼を王座に挙げ、  
王冠で飾るべきであろう」。こう言って、皇帝の冠を自分の頭からはずし、そ  
れを同盟と友好の徴としてボレスワフの頗に置いた。次いで、凱旋旗のかわ  
りに、主の十字架の釘と聖マウリナウスの槍とをボレスワフに贈物として与  
えた21）。ボレスワフはその返礼に、皇帝に聖ヴォイチエフの腕を贈った22）。こ  
うしてこの目、二人は大変強い愛情で結ばれたので、皇帝はボレスワフを帝  
国の兄弟、協力者に任じ、またローマ国民の友、同盟者と呼んだ。さらに教  
会の顕職についても、ポーランドおよぴすでにボレスワフによって征服され  
たか、あるいは将来征服されるであろう異教の地域における皇帝のすべての  
権限を、ボレスワフおよび彼の後継者に譲った。次いで、法王シルヴュステ  
ルは、聖ローマ教会の特権において、この取り決めの決定を確認した23）。さて、  
このように輝しい栄光の中で、皇帝によって王座に挙げられたボレスワフは、  
天賦の気前の良さを示した24）。というのは、三日間の聖別式の宴を、あたかも  
王のように、また皇帝のように壮麗に催したからである25）。日毎に、すべての  
食器、什器を取ー）替え、さらに高価な新しい器を並べた。宴の終りには、給  
士長と内膳豆引こ命じて、すべての金銀の食器－というのは、木製のものはな  
かったから－、三日間の内に使った水飲み、酒杯、大皿、角杯を集めさせ、  
それらを諸公の負う貢納としてでなく、栄誉を祝う贈物として皇帝に贈った。  
また廷臣に命じて、巾広い布地、併掛け、壁掛け、敷物、卓布、手布、また  
接待に用いられた品々をすべて同様に集めさせ、皇帝の部屋に運ばせた。さ  
らに、その他の多くの器、金銀細工、色彩富かな衣の数々、今までに見たこ  
ともないような装飾品、貴金属、これらすべてのものを寄贈した。その移し  
さは、皇帝が奇跡と思った程であった。他方、ボレスワフは、皇帝の配下の  
諸公にもふんだんに贈物を与えた。それは、彼らをボレスワフの最も親しい  
友人とするに十分な程のものであった26）。しかしながら、ボレスワフが権勢あ  
る人々に対して、どのような品をどれ程贈ったのか、いったい誰がそれを知  
ることができよう。なぜなら、大勢の従者ですら、誰一人として贈物なしに  
国に帰った老はいなかったからである。こうして皇帝は多くの贈物に満足し  
てR匡Ⅰに帰っていった。他方、ボレスワフは、王位に登り、敵に対する元の  
怒りを新たにした。  
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（6）DE PRIMO BOLEZLAUO QUIDICEBA－  
TUM GLORIOSUS SEU CHRABRI   
PrimusigiturPolonorumduxMeschoperfidelemuxoremadbaptismi  
graciampervenitl）；cuiadlaudemetgloriamsatishabundantersufficit，  
quodsuotemporeetpereumoriensexaltoregnumPolonievisitavit．2）；  
Dehacnamquebenedictafeminagloriosum Bolezlaumgeneravit，3）；qul  
postlpSluSObitumregnumvirilitergubernavit；etintantamDeofavente  
Virtutemetpotentiamexcrevit，；quod，utSiceloquar，SuaprObitatetotam  
Poloniam deauravit．4）；Quis enim eius gesta fortia5）velcertamina，；  
contra populos circumquaque commissa；digne valeat enarrare，6）；  
nedum etiam scriptis memorialibus commendare；Numquid nonlpSe  
MorauiametBohemiamsubiugavit；etinPragaducalemsedemobtinuit，  
；sulSque eam Suffraganeis deputavit．7）；Numquid nonlpSe Vngaros  
frequenciusin certamine superaVit，；totamque terram eorum usque  
Danubiumsuodominio mancipavit．B）；IndomitosverotantavirtuteSax－  
OneSedomuit，；quodinflumine Saleinmedio terre eorum meta ferrea  
finesPolonieterminavit9）三Quidigiturestnecessevictoriasettriumphos  
de gentibusincredulis nominatim recitasse，11）；quas constat eum quasi  
Sub pedibus conculcasselO）；Ipse namque Selenciam，Pomoraniam et  
Prusiamusqueadeovelinperfidiapersistentescontrivit；velconversas  
in fide solidavit12）；quod ecclesiasibimultas et eplSCOpOS per apOS－  
tolicum，ymmO apOStOlicus per eum ordinavit：Ipse etiam beatum  
Adalbertum；inlonga peregrinacione et a sua rebelligente Bohemica  
multasiniurias perpessum；ad se venientem13）cum magna veneratione  
SuSCepit；eiusquepredicacionibusfideliteretinstitucionibusobedivit14）；  
Sanctus vero martirlgne karitatis；et zelo predicacionis；accensus，ut  
aliquantulumiamin Polonia fidem pullulasse；et sanctam ecclesiam  
excrevisse；conspexit，；intrepidus Prusiamintravit，；ibique martirio  
Suum agOnem COnSumavitL5）；Postea vero corpusipsluS abipsis Prusis  
BolezlauusaurlpOnderecomparavit；etinGneznen metropolicondigno  
honorecollocavit16）；Illud quoquememoriecommendandum estimamus，  
quod temporeipsius Otto Rufusimperator ad sanctum Adalbertum  
Orationisacreconciliationisgratia17）simulquegloriosiBolezlauicognos－  
Cendifamamintroivit，18）sicutinlibrodepassionemartirispotestpropen－  
7   
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Siusinveniri．1g）Quem Bolezlauussichonorificeetmagnificesuscepit2D）；  
ut regem，imperatorem Romanum ac tantumhospitem susclpere decens  
fuit∴ Nam miracula mirifica Boleslausinimperatoris adventu  
preostendit，；aciesinprimis militum multimodas，deinde princlpumin  
planitie spaciosa quasichoros ordinavit，；slngulasque separatim acies  
diversitasindumentorumdiscolorvariavit．；Etnonquelibeteratibivi1is  
Varietas ornamenti，；sed qulCquid potest usquam gencium preciosius  
reperiri．：Quippe Bolezlauitempore quique milites；et queque femine  
Curiales三palliis prolineis vestibus vellaneis utebantur，三nec pelles  
quantumlibet preciose，；1icet nove：fuerint，in eius curia sine pallio et  
aurifrisio portabantur∴§Aurumenim eiustemporecommune quasiar－  
gentum ab omnibus habebatur，；argentum vero vile quaslprO Stramine  
tenebatur；Cuius gloriam et potentiam et divitiasimperator Romanus  
COnSiderans，admirando dixit；Per coronamimperiimei，；maiora sunt  
que video，quam fama percepi．；Suorumque consultu magnatum coram  
Omnibusadiecit；Nonestdignumtantumacvirumtalemsicutunumde  
prlnCipibusducemautcomitemnominari，；sedinregalesoliumglorianter  
redimitum diadematesublimari．；EtacclplenSimperialediademacapitis  
sui，CapitiBolezlauiinamiciciefeduslnpOSuit；etprovexillotriumphali  
ClavumeidecruceDomini；cumlanceasanctiMauritij；donodedit，21）；  
pro quibusilliBolezlauus sanctiAdalbertibrachium redonavit．22）；Et  
tanta suntilla die dileccione couniti，；quodimperator eum fratrem et  
COOperatOremimperii；constituit，；etpopuliRomaniamicum et socium  
appellavit．；InsuperetiaminecclesiasticishonoribusqulCquidadimper－  
ium pertinebatin regno Polonorum，：velin aliis superatis ad eo vel  
Superandis regionibus barbarorum，；sue suorumque successorum potesr  
taticoncessit，；cuius paccionis decretum papa Siluester sancte Romane  
ecclesie privi1eglO COnfirmavit23），；Igitur Bolezlauusin regem abimper－  
atore tam gloriose sublirnatuS三inditam sibiliberalitatem exercuit24），；  
cumtribussueconsecracionisdiebus；conviviumregaliteretimperialiter  
celebravit25）；slngulisquediebusvasaomniaetsupellectiliatransmutavit，  
；aliaque diversa；multoque preciosiora：preSentaVit．；Finito namque  
convivio pincernas et dapiferos vasa aurea et argentea，；nulla enim  
lignea；ibihabebantur，Cyphosvidelicetetcuppas，；1ancesetscutel］as；  
etcornuademensisomnibustriumdierumcongregarepreceplt；etimper－  
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atoripro honore，；non pro prlnClpalimunere；presentavit．；Acamerar－  
iisvero pallia extensa etcortinas，tapetla，Strata，mantilia，manuteriaet  
quecumqueserviciopresentatafuerunt，iussitsimilitercongregare；etin  
Cameramimperatoriscomportare．；Insuperetiamalia plura deditvasa，  
；scilicetaureaetargentea；diversioperis，：palliaverodiversicoloris，；  
Ornamenta generisignoti，；1apidespreciosos ethuiusmodi；tot et tanta  
presentavit，；quodimperator tanta munera pro miraculo reputavit．；  
Singulosveroprincipeseiusitamagnificemuneravit，；quodeosexamicis  
amicissimos acquisivit26）三Sed quisdinumerare poterit qualia et quanta  
maioribus dona dedit，；cum nec unus quideminquilinus de tanta  
multitudine sine munere recessit．；Imperator autemletus magnis cum  
muneribusadproprlaremeaVit，；Bolezlauusveroregnansinhostesiram  
veterem renovavit．：  
1）［M］KodIubek（MPHII276）”PrimusitaguePolonorumrexMescogratiam  
baptismisuscepit，”ヴィンセンテイ・カドl）ペック『ポーランド年代記』第二巻  
八「かくしてポーランドの最初の壬ミュシコは洗礼を受ける恩寵に浴した。」 パル  
ゼルによれば、ミュシコの洗礼は966年に行われた。Balzer，Geneal（好ias．22．なお、  
Z．Wojciechowski，fblska nad WislqiOdrL7，Katowice1939．s．21．   
2）［M］Luc，178，”pervisceramisericordiaeDeinostriinquibusvisitavitnos  
oriensexalto．”『ルカによる福音書』一七八、「これは我らの神の深き憐れみの  
心による。この憐れみによって、高い所からあけぼのの光が我らに訪れ」（「訳注」、  
この「あけぼのの光」－toriens”（，αリαTOl右）の意義については、拙稿「ボレスワフ・  
フロブリにおける『聖』と『俗』」［『岡山大学法学会稚誌』三七巻二号］を参照のこ  
と。）この「あけぼのの光」が正義の君主を象徴する言葉である事を示す文章は、有  
名な『旧約聖書・サムエル記下』二十三幸のダビデの過言の言葉の中にある。「正義  
をもって人を治める者、神への畏れをもって治める者は、口が昇るときの朝の光のよ  
うだ」呵拶‾nr！rr㌍・「鳴り河村如rr埠1口P、う写ロ1扶ユl悼「乃（『合同訳』では、  
「正義をもって人を治める者」を「神に従って人を治める者」と訳している）こうし  
た表現の背後にある、太陽を王の象徴とする思考のエジプト起源については、P，Kyle  
McCarter，JR．IJSamuel．A new TranslationwithIntroduction，Note and  
Commentary．（TheAnchor Bible）．New York1984．p．484．参照。   
3）ボレスワフー世フロブリを指す。ミュシコー世とドンブルフカの息子。パルゼルの  
Genea10gia36 に拠ると967年、ザグジュ7スキ Zakrzewski，Bolestau）Chrobry，  
14，Tie似．（Lw6wTKrak6w，1925）に拠ると、966年に生れる。992年にポーランド公に  
即位し、1025年に王位に登り、同年に没する。   
4）［M■］この文章は『クラコフ司教聖スタニスワフ伝』V施7 5．段血沈沌わ」琴海α画  
CracoL）iens！s（M．PHt，4．s．268）の一文牽から書き写されたものであるJtRegnum  
autem suum non solurn viriliter gubemauit，Sed et sua probitate Poloniam  
deaurauit．”  
9   
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5）［M］sallust，BellunLIugurthinum，85－21t－eorumfortiafactamemorando”サル   
ステイウス『ユグルタ戦記』八五二一「成しとげられた彼らの勇気ある功績を挙げ  
て」  
6）［M］AdamusdeCastello，Viia Odonis（少isc．CameYaCenSis（M G．什SS．XV，   
P．943）ttquisautemvirtutes，quaSPOSSederat，dignevaleatenumerare．”カステル   
スのアダムス『カメラセンスの司教オド伝』「実際、彼が持っていた徳を誰が正しく   
教え挙げることができようか。」  
7） 7’イノッホのドイツ語訳では1’suffraganeus”を「属司教」「補佐司教」と訳して  
いる。   
［B］ポーランドの司教区に対するボヘミアの従属については、何も知られていない。   
［M］こうした発言の根拠についてはJirecekH，CosmasundseineChYOnik，Prag   
1906．14．10024年の間にボヘミアで起った出来事については、Zakrzewski，＆）les－   
JαJl・C／z和∂町 仲7ピノ々f，P．179．   
［訳注］『 コスマの年代記』第一巻三十五章に、次のような指摘がある。「ボヘミアで  
これらの事が生じた時、ミュンコ公（ボレスワフ・フロ7¢りの誤「）【訳者）はポーラ  
ンドの強力な軍勢を率いてプラハの町に侵入し、そこを二年間にわたって、すなわち   
1000年と1001年の間、L［i領した。」■一Dum haec gerantul－in Boemia，dux Mesco   
Venienscum valida manu Polonicainvasit urbem Pragam，et Per duo spacia  
aIlnOrum，SCilicet anno dom，inc．1000，annO dom，inc．1001，Obtinuit eam．   
C那肌鮎㍉ト35（〟，C．什Scγわわγ〟m．IX，P．57）、1002年、チェコ公ボレスワフ・ル   
ーディ（赤毛）がチェコから追放されると、チェコでは、ポーランドの支持を得たヴ   
オディヴィが公に即位する。しかしこのヴォディヴィがその年の内に没すると、チェ  
コの諸公は、ボレスワ7・フロアリの支持を得たボレスワフ・ルーディを再びチェコ   
公の地位に迎えた。しかし、ただちにチェコの諸公はこのルーデイに背き、直接にボ  
レスワフ・フロブリを（チェコの）公に就かせようとする。フロプリは策により、ル   
ーデイをポーランドに招き、彼を盲とする、ボレスワフ・フロブリはこうして一年間、  
チェコを1004年まで支配する。ほぼ同様の記述をティトマールも残している。Tあざピわ乃αガ   
M〔7YSebu7genSis Eわisc（ゆiChnnicon．Ⅴ－30（Kronika771ietma7tl，－Pozna再1953，P．  
292－293．）  
8）［hⅠ］今日ではスロヴァキアと呼ばれている、カルパテア山脈を越えた地域までポー  
ランド領に編入されたと考えられる。   
［Bi］『ノ＼ンガリー・ポーランド年代記』第七章の以‾Fの記述を比較せよ。「ポーラン   
ドの国境は、ドナウ川の岸辺のストリゴニュンの町に接し、次いでアグリエンスに至  
り、ティシアと呼ばれる川に達し、ケフロラと呼ばれる川に沿って向きを変え、ガリア  
人の城塞に至る。その地においてハンガリア人、ルテニア人ポーランド人の国境が接  
していた。」（〟．戸上〃一t．Is．505．）  
t）ll＼1＿ 〟川、ご＝■．l・7’川舟．〟り（、こ両人∴lノーJ／りハ心付．人ノ州J■A、1t’ん恒押／、血．l■血．1J／〃…、†．   
5由〃たわf〟αd′〟∂e々．にほぼ同様の記述が見られる。   
［Bi］ポーランドのいくつかの年代記の中に、l司じ語句を用いたl司じ文章が存在する。   
「大王ボレスワフは、ハンガリア人とザクセン人を征服し、ザールJllを鉄の杭によっ   
てポーランドの国境とした。」岬加∽該rぬ由）。それゆえ、グルは■占い年代記の若  
十のものを抜き書きしたと推測きれる。   
［訳注］「争う民サクソニア人」の表現については、『聖スタニスワ7小伝』にも、ま   
たカドゥペックの『ポーランド年代記』にも見られる。”IpseSaxonesindomjtosmanu  
JO   
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POtentiedomuit．．’（l々ia s，Sianislac，M，FIIL tIV s，268）．tSaxonesindomitos  
adeoindomuit，utin Sala flumine columnam fixerit ferream．”（Mqgistril々n・  
Ce乃Jざ∫C／z和〃ゴビo乃fbわ乃0γ捏椚，〟．P．〃．′．ⅠⅠ，P．279．）  
10）［M］Dan7－7”etreliquapedibussuisconculcabat：’『ダニエル書』セーセ「残  
りを足で踏みにじった」Ps，7－6tletconculcetinterravitammeam”『詩篇』セー  
六「わたしの命を地に踏みにじり」Job，39－15りobliviscitur，quOdpesconculcetea”  
『ヨブ記』三九一五「足がこれを踏みつけることを忘れている」Matth．7．6’一neforte   
conculcent eas pedibus suis”『マタイ伝』セー六「おそらく足で踏みにじるだろ  
う」。これらの表現はガルにしばしば登場している。  
11）［M］ボレスワフ・フロプリの異教徒との戦について、同時代の史料は何も語ってい  
ない。  
12）［M］プルシアは、ヴイスワ川、ニュメン川という二つの川の河［」の地域を指す。Ⅵぬ  
S，SianislaiE？tscopiC7℃COUiensis（Vita Minor）［M．P H．t，IV．p．268］”Ipse   
PommeranosetPruthenosadhucingentilitatiserrorepositoscontrivit，”『聖ス  
タニスワフ小イ云』「異教の誤りの捏にある地、ポメラニアとプルシアを自ら征服した」。  
13） 聖ヴォイチェフ（アデルベルト）については、拙稿「1000年のグニュスノにおける  
オットー三世とボレスワフ・フロプリの会見について」（前掲誌第三六巻二号・→九  
八六年）、S．Zakzewski，Bolestaれ，Chrob叩PP．96rlll．参照。  
14）ボレスワフとアグルベルトとに関するこの行の文章は、ほとんど字句そのままに、『聖  
スタニスワフノ」、伝』に登場している。∽庖5ト弘抑厨房丘如狛頑Cmm祓徽壷（〃．  
P‥打．tIV．）p．9．267－268．  
15）［M］Hebr，2－10．ttdecebatenimeumpropterquem omniaet perquem omnia  
quimultos filiosin g】oriam adduxerat auctorem salutis eorum per passiones  
consummare．”『ヘブライ人への手紙』二一→O「多くの子らを栄光へと導くために、  
彼らの救いの尊き手を数々の苦しみを通じてその生を仝させたのは、万物の目的であ  
り、源である方にふさわしいことである。」（［訳注］『合同訳』では、T£1£lUJαlを  
「完全な者とする」と訳しているが、文脈上「生を全うさせる」の訳がよいと思われ  
る。aPX77γOTは、「創始者」より「導き手」の方が良いと思われる。」）［p］AdTimotheum   
II，”bonumcertamencertavi，CurSumCOnSummavi，fidemservavi，”『テモテへの  
手紙、二』四七「わたしは、戦いを立派に戦い抜き、決められた道を走りとおし、  
信仰を守り抜きました。」  
16）［M］ミュシコの時代には、グニュズノに大司教座は置かれておらず、それは999年  
になって、はじめて置かれた∴聖アグルベルトは、はじめグニュズノの大聖堂ではな  
く、円形礼拝堂に安置された。［訳注］S・サブジェフスキ『偉大なボレスワフ・フ  
ロブリ』（1925）によれば、法王シルべステルニ世が、999年回勅を発し、ガウダンテ  
イを大司教として聖別し、グニュズノに大司座を置いた。その教区は、グニュズノ、  
クラコフ、ヴロツワフ、コウォブジュグの司教区を含むものであった。   
［M］Hester．6・11．”hochonorecondignusestquemcumquerexvoluerithonor－  
are”『エステル記』六一一一「王が栄誉を与えることを望む者には、このようなこ  
とがなされる」。PassioSanctiAdalpertiMartiris．”condignohonore，jnbasilica  
reverentercollocavit．”（M．P H．t．I．s，156）「しかるべき栄皆の卜、恭しく、バ  
シリカに安置した」。  
17）P］オットー三世ドイツ王ならびにローマ皇帝（983年1002年）である。作者は  
誤って、「ルーディ」と呼んでいるか、これは彼の父オット，二世の異名である。オ  
JJ  
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ットー三世のグニュズノへの巡礼は1000年に行われた。年代記作者が、「和解」とい  
う言葉で何を言おうとしているか、は不明である。  
18）［M」771ietmar．IV－44，”PosteacesarauditismirabⅢbus，quaeperdilectumsibi  
martyremDeusfecitAethelbertum，Orationisgratiaeopergerefestinavit．”「次  
に、皇帝は、神に愛された殉教者のアグルベルトを通して、神御自身がなされた奇跡  
を耳にして、祈「）を献げるためにかの地に急いだ」。  
19）聖アデル／ヾルトの殉教の物語は、今H、散逸したものと考えられている。その作者に  
ついて、S・ケンナシンスキーは、クウエルフルトの聖ブルーノを想定している。S．  
K∈trzy丘ski，りGallAnonimijego kronik”（Ro2Prawy PoIskid Akademt Umide  
′乃05Cf．1898）   
20）この会見の意味については、拙稿「1000年のダニユズノにおけるオットー三世とボレ  
スワフ・フロプリの会見について」（前掲誌、第三六巻二号）参照。   
21）聖マウリナウスの槍は、『黄金伝説』の叶に登場する殉教者マウリナウスの槍といわ  
れるもので、代々ドイツ土・ドイツ皇帝の至宝となり、王や皇帝がその地位に即位す  
る時に用いたものである。なお詳しくは、前掲の拙稿論文一二三ページ以下を参照。   
22）［M］ボレスワフからオットー三世に贈られた聖アダノレベルトの腕についは、ほぼ1000  
1002年にアウギェンス（ライへナウ）の大修道院で編集された、この聖人について  
の最初の続滴歌が言及しているところである。ノ1乃α／ビrねゐγ研′〃．珊ばd行d昭∽ⅩⅩⅩ  
IV，145，Pohorecki，］＆tmika k7VnikiGalla－Anonima，Pozna貝1930．p，31   
23）［P］これに関連した文書は保存されていない。年代記の作者はおそらく自分の目で  
は見ていないのであろう。『聖ヴォイチフの殉教』という文書の小で、この記述を読  
んだと思われる。ここに描かれた1000年の会見の描写は、この事件についてのポーラ  
ンド的解釈として理解すべきである。ドイツ的解釈は、年代記作者マルセブルクのテ  
ィトマールが、ほぼ100年前に叙述している。T，Silnicki，一’Poczqtkiorganizacji  
ko喜cioIawPoIsce．”fわczqtk2’f，a宛stu）aPoIski曙0，Pozna丘1962，t，1．pp，351－357．   
24）［Bi］『トラスキ年報』の中で、より詳しく言及されている。”Iste BoIesIaus ab  
imperatoreinregemsublimatus，inditamsibilibertatemexercuit．”「このボレス  
ワフは皇帝によって⊥庫に上げられ、天廉の気前の良さを示した。」   
25）［G］この表現は、戴冠式の宗教的性格を示しているかもしれない。ピエロブスキは、  
”consecratio”「聖別」をttcoronatio”と読んでいる。［訳注］ザモイスキ版、セイジ  
グォヤ版ともに”consecratio”「聖別」と記されているが、へイルスペルスキ版では  
tcoronatio”「戴冠」となっている。   
26）［M・Bj］Sallust．Bellum hig乙【rthinum，10－2．”ex amicis amicissumosfecisti．”  
「君は（ローマ人を）、友人の中でも最も親しい者とした。」  
第七草 いかにしてボレスワフは力強く  
ロシアの地に攻め入ったか  
さて、物語ー）の連鎖の中でも、とI）わけ書き入れるべき事柄は、以下の事、  
すなわち、ボレスワフがどれ程輝かしく、どれ程堂々として、ロシア人の王  
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から受けた不義不正に報いたか、ということである1）。というのは、この王は、  
自分の妹をボレスワフに嫁がせることを拒んだからである2）。ボレスワフはこ  
れに大いに憤り、並外れた大軍勢を率いてロシア人の王国に攻め入った3）。最  
初のうちは武力で抵抗しようとした者もいたが、敢えて戦を交えようとはし  
なかったので、ボレスワフは、彼らを、風が砂塵を吹き去るように彼の面前  
から一掃した4）。しかしボレスワフは、敵対する軍勢がよくやるように、ただ  
ちに諸々の都市を占領したり、あるいは財産を掠奪することによって自分の  
軍勢の進行を遅らせることはせず、王国の中心を占領し、また同時に王を遭  
えるために、王国の首都キエフへと急いだのである5）。ところが、ロシア人の  
王は、この民族に固有の単純素朴なところを持っていて、ボレスワフが王国  
に近づきつつあるという思いがけない知らせを聞いた時、たまたま船に乗り、  
釣I）針をたれて魚を釣っていた。王はこの知らせをほとんど信じることがで  
きなかったが、→人また一人と自分に告げにきたので、とうとうその事態を  
悟り、恐怖のあまり身震いを禁じ得なかった。その時になってはじめて、親  
指と人差し指とを口に押しあてG）、漁師の習慣を真似て、釣り針につばを塗り、  
自分の部族の恥ともなる格言を述べたと言われている7）。「ボレスワフはこの  
漁師風情の捜には精を出さず、戦の武器を運ぶのに習熟したので、神はボレ  
スワフの手にこの郡市とロシア人の王国とその富とを引き渡すことを摂理と  
されたのだ」8）。こう言って、さらに一言も付け加えず、急いで逃げ去ってい  
った。他方、ボレスワフの方は、一人の抵抗にも会わず、富にあふれた偉大  
な都市に入り9）、剣を抜いて黄金の門を打ち据えた10）∴家来達が、何故こんな  
事をなさるのか、と怪しみ顔で尋ねると、ボレスワフは笑いながら冗談めか  
して、そのわけを説き明した。「今この時、都の黄金の門がこの剣によって打  
ち据えられるように、次の夜には、憶病にも私にその妹を与えるのを拒んだ  
王の、その妹はこのような辱めを受けるだろう。だが、このボレスワフとは、  
夫婦の床ではなく、妾の床で、ただ一夜だけ結ばれることとなるのだ。こう  
すれば我が部族の蒙った不義不正はあがなわれ、ロシア人には侮辱と不名誉  
が与えられることとなるからだ。」このように言って、言ったとおりのことを  
行った11）。   
さて、ボレスワフ王は、極めて豊かな都と非常に強大なロシア人の王国を  
十カ月間支配し、そこからポーランドヘ巳むことなく財宝を運んだ12）。しかし  
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十一カ月目になると13）、自分がすでに非常に多くの国々を支配していることを  
考え、また少年ミュシコがその時にはまだ国の統治の任にふさわしくなって  
いないことを知りユ4）、自分に代って、一族のうちの一人のロシア人をこの地の  
君主として任じ15）、残った財宝を持って、ポーランドへの帰路についた。   
ところが、ポーランド人が暗唱として大きな財宝を持って帰路につき、ポ  
ーランドの国境へと急ごうとしていた時、逃亡していたロシア人の王は、ロ  
シアの諸公の軍勢を糾合しプラウツイ人（ポロヴュツ人）とピンティンギィ  
人（ベトシュネーグ人）とともに背後からポーランド人を追跡し】6）、勝利を確  
信してブク川の辺りで一戟を交えようと試みた17）。というのは、ロシア壬は、  
ポーランド人がかくも大きな勝利と戦利品を得た人間の常として、各人各様  
に自分の家に急いでいると考え、息子と妻から離れて、長い間祖国の外に逗  
留していた彼らが凱旋者として自分の国の国境へと近づこうとしている、と  
思ったからである。ロシア人の王がこのように思ったのも理由のないわけで  
はなかった。というのは、ポーランドの軍隊の大部分は、王の知らないうち  
に四散していたからである。しかしながら、ボレスワフ壬は、自分の兵士達  
の数がわずかとなり、他方、敵はほとんどその百倍にもおよぶ数であること  
を見ても、憶病、小心者のようでなく、大胆で先見の明ある者の如く、自分  
の兵士達に次のように呼びかけた。「賢明なる騎士達、老錬な騎士達を今、長々  
と励ます必要はなかろう。  
我等に近づく凱旋の勝利を遅らせる必要もなかろう18）。   
今こそ諸君の剛力と勇気を示すべき時。もしも今、我等が打ち負かされ、  
これらの財宝を我等の財産もろともに喪って失うなら、今までこれ程に大き  
な勝利を得たことは、いったい何の役に立つのか。また、これ程大きな王国  
を我等の支配下に置き、これら異邦の財宝を積み上げたのはいったい何のた  
めであったか。だが、私は神の御慈悲と諸君達の確かな武勇を信じている。  
そして、もし諸君等が勇敢に戦場に踏み留まり、もしいつもの如く大胆に突  
撃し、もし諸君等が、戦果の分配に示した自負と誓約、我が食卓に披露され  
た振る舞いを思い起こしてくれるならば、今日の勝利は、諸君等の長く続い  
た労苦を終らせ、さらに永遠の名声と凱旋的な勝利を諸君にもたらすであろ  
う。だがもし、破れるようなことになれば、そんな事は私は信じないが、も  
しそうなれば、諸君こそロシア人の主人であるはずなのに、これからは諸君  
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と諸君の息子達がロシア人の奴隷となり19）、さらには、諸君が彼らに与えた損  
害の故に、諸君は恥ずべき償いをしなければならないだろう20）。」   
ボレスワフがほぼこのようなことを言い終ると、兵士達はすべて自分の槍  
をいっせいに差し上げて、「戦果を担いで、こそこそと家に帰るより、凱旋を  
もって帰ろう。」と答えた。その時、ボレスワフは、兵士の名を一人一人呼ん  
で激励し21）、血に渇えた獅子のように、敵の一番密集した部隊に切り込んでい  
った2Z）。彼に手向った者達に、どれ程の殺我がそこで生じたのか、を諭するこ  
とは私達の為しうることではない。また誰も、何千という倒れた敵の兵士達  
を、正確に数えることはできないであろう。これら敵の兵士達は数えきれな  
い程多く戦の場に加わったのであったが、生き残った者のうちで逃げおおせ  
た者の数はわずかであったことも明らかである。   
というのは、友や一族の者を捜しに何日もかけて遠い地方からこの戦場に  
やってきた者の多くが、確かなこととして次のように語っているからである。  
その戦場では大変な流血があって、誰も血の海を渡らずに、また死体を跨が  
ずにこの平地を横切ることができなかった、と。またブク川は、川の色とい  
うよりは血の色に染まっていた、と。   
この時から、ロシアは長くポーランドに貢納を続けている23）。   
（7）QUOMODO TERRAM POTENTER BOL－  
EZLAUS RUSSIE INTRAVIT 
Igiturlnprlmisinserendumestserlel，quamglorioseetmagnificesuam  
iniuriamderegeRuthenorumvindicavitl），；quisibisororemdaresuamin  
matrimonium denegavit2）；Quod Bolez］auus rexindigneferens，Cumin－  
gentifortitudine Ruthenorum regnuminvasit3）；eosque prlmum armis  
resistere conantes，nOn auSOS COmmittere，Sicut ventus pulverem ante  
Suam faciem profugavit4）．：Nec statim tamen hostilimore civitates  
Capiendo，；velpecuniam congregando；suumiter retardavit，；sed ad  
Chyoucaputregni，utarCemregnlSimuletregemcaperet，prOperavit5）；  
At Ruthenorumrex simplicitate gentisilliusinnavicula tunc forte cum  
hamopiscabatur，Cum Bolezlauum adesseregemexinsperato nuntiant．  
uodille vix credere potuit，；sed tandem aliis et allis sibinuntiantibus  
Certificatus exhorruit；§Tunc demum pollicem simuletindicem ori  
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porrlgenS6）．：hamumque sputo more plSCatOrumliniens；inlgnOminiam  
Suegentisproverbiumprotulissefertur7）；Quia Bolezlauushuic artinon  
Studuit，；sed armamilitariabaiolareconsuevit，；idcircoDeusinmanum  
eius tradere civitatem istam regnumque Ruthenorum et divitias 
destinavit8）．；Hecdixit，；necpluraprosecutusfugamarrlpuit．：AtBolez－  
1auusnullosibiresistentecivitatemmagnametopulentam9）ingredienset  
evaginato gladioin auream portam percucienslO）；risu satisiocoso suis  
admirantibuscurhocfecisset，enOdavitSicut∴inquit，inhachoraaurea  
portacivitatisabistoensepercutitur．；sicinnoctesequentisororregis  
ignavissimimihidariprohibitacorrumpetur，；nectamenBolezlauothoro  
maritali，；sedconcubinali；slngularivicetantumconiungetur，：quatinus  
hocfactonostrigenerisiniuriavindicetur，；etRuthenisaddedecusetad  
ignominiaminputetur；Sic dixit；dictaque factis complevitll）；§Ⅰgitur  
rexBolezlauusurbeditissimaregnoqueRuthenorumpotentissimodecem  
mensibus potitus，；inde pecuniamin Poloniam transmittendo nunquam  
extitit otiosus12）：；undecimo vero mense13）quia regna quam plurima  
tenebat…et puerum ad regnandum Meschonem adhuc ydoneum non  
videbat14），；loco suiquodamibiRutheno；suigeneris in dominum  
COnStituto15），；cumthezauroresiduo；Poloniamremeabat．：Illumitaque  
Cum ingentigaudio et pecunia remeantem；iamque Polonie finibus  
propinquantem；rex RuthenorumfugitivuscollectisviribusducumRuthT  
enorum，Cum Plauciset Pincinaticis atergo subsequitur16）et adfluvium  
Bugam committere certus de victoria conabatur17）．：Arbitrabatur nam－  
que Polonos more hominum de tanta victoria（et）preda gloriantes，；  
unumquemque domum suam properare，utpOte triumphatores terre sue  
finibus propinquantes；et tam diu extra patriam sine filiis et uxoribus  
immorantes．：Necillud sine ratione cogitabat，；quia magna parsiam  
Polonorumexercitusregenescientedefluxerat；AtrexBolezlauusvidens  
SuOS milites paucos esse，‡hostes vero quasicenties tantum fere，；non  
Sicutignavus et timidus，；sed ut audax et providus，；suos milites sic  
affatur：Nonestopusproboset expertosdiumilitescohortari，；  
Nectriumphumsesenobisofferentemretardari18）   
sedesttempusvirescorporisanimiquevirtutemexercendi．；§Namquid  
prodest tot et tantas priusvictorias habuisse，：velquid prodest tanta  
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regnanostrodominiosubiugasse，；tantasquedivitiasaliorumcumulasse，  
三sifortenuncsubactosnoscontingat hecet nostra perdidisse．；Sedde  
Deimisericordia；vestraque probitate comperta；confido，quOd sivir－  
iliterincertamineresistatis∴simoresolitofortiterinvadatis，；siiactan－  
Cias et promissionesin predis dividendis etin conviviis meis habitas ad  
memoriamreducatis，；hodievictores finemlaboris continuifacietis；et  
insuperfamamperpetuam；actriumphalemvictoriam：acquiretis∴Sin  
VerOVicti，quOdnoncredo，fueritis，；cumsitisdomini，；serviRuthenorum  
etvosetfiliivestri；eritis19）；etinsuperpenasproillatisiniuriisturplS－  
Simerependetis20）．！HecethiissimiliaregeBolezlaoproloqueste，OmneS  
Suimi1ites hastas suas unanimiter protulerunt三seque cum triumpho  
malle；quam cum preda domum turpiterintrare；responderunt，：Tunc  
VerO reX Bolezlauus suorum unumquemque nominatim exhortans21）；in  
hostes confertissimos sicutleo siciens penetravit22）．；Nec est nostre  
facultatis recitare，；quantas strages sibiresistentiumibifecit，；neque  
qulSquamValethostiumperemptorummi1iacertonumero computare，：  
quos constabat ad prelium sine numero ccnvenisse，；paucosque super，  
Stites fugalapsos evasisse，；Asserebant namque plurimipro certo，qui  
post multos dies pro amicis velpropinquisinveniendis adlocum cer－  
taminisdelonginquisregionibusVeniebant，tantamibicruoriseffusionem  
fuisse，quOd nullus poterat nisiper sanguinem velsuper cadavera per  
totam planiciem ambulare；totumque Bugam fluvium plus cruoris  
SpeCiem，quam fluminis retinere．：Ex eo autem tempore Rusia Polonie  
VeCtigalisdiufuit23）．  
1）［B］キエフ大公ヤロスワフ（101911054）。この出征は、1017年か、あるいは『過  
ぎし昔の物語』によれば1018年に行われた。ティトマールの『年代記」1第八巻三十一  
章はこれに言及している。   
2）［Bi］ティトマール、『年代記』第八巻第十六章（三十一章）参照。「そこには、モヤ  
ロスワフの継母、妻、九人の姉妹がいた。そのうちの一人がボレスワフに選び出され  
た。年老いた放蕩者ボレスワフは、自分の婚約者を忘れて彼女を辱かしめた。」く†Ibi  
fuit novercaregispredicti，uXOret V［IIsororesejusdem，quarumunam priusab  
eo desideratam antiquus fornicator Bolizlauus oblita contectalisuainiuste  
duxerat．”  
［M］この婚姻に関する事件についてはBalzer，Genealogia43を参照。1017年に  
は、ボレスワフの妻エムニルタは生きていた。他方1018年二月には、彼はオタを妻と  
した。それゆえ、この婚約の申し込みの日時は、1017年の終りごろか、あるいは1018  
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年の始めということになろう。」   
［訳注］パルゼルによれば、ボレスワフは、ロシアの公女70レスウァーヴァPresl－aWa  
を妾として、ポーランドに連れて釆た。  
3） ボレスワフ■フロブリのキエフへの遠征については、ロシアの年代記『原初年代記』  
も確認するところである。「6526（1018）年、ボレスワ7がスヴァトポルタとともに   
リャヒを率い、ヤロスラフに向ってやって釆た。」（『ロシア槙初年代記』、1987年名古  
屋大学出版会）  
4）［M］primusMacchabeorum”Lysias…fugatusestafacieIudaeorum：’『マカ  
バイ記一』六一六「リシアスは…ユダヤ人の前から撃退されてしまい」Psalmi17－43   
（18－43）りetcomminuamillosutpulveremantefaciemventi”『詩編』一八「四三   
「わたしは彼らを風の前の磨の如く砕き」（［訳注］現行の合同訳では「塵と見なす」   
となっているが「塵の如く砕き」とすべきである。く「吉昭■甲咋替コ〉）ティトマール  
によれば、このブタ川での戦は1018年に行われた。  
5）［M］ドニエフ0ル河畔にあるキエフ。Sa‖ust，Bellumh喀urthinum55－1”arcemregni   
nomimeZamamstatuitoppugnare，”サルステイウス『コグルタ戦記』五五一一「サ  
マといわれる王国の中心を攻撃することを決意した。」  
6）［M］漁師に扮したロシア大公の逸話の起漉は不明である。今日でもなお、釣り針と   
魚につばを塗ることは漁師の間で行われている慣習である。Znamierowska，勒b6stwo   
ノgzわγわ℃C鬼才c九『トロキ湖の漁業』ヴイルノ・1930年。  
7）［M］LiberProverbiorum17－21ttnatuseststultusinignominiamsuam．”『哉言』   
一セニイ愚か者を生めば、己の恥となる」（［訳注］『合同訳聖書』では、「悲しみ」   
と訳されているが、ここではウルガータ訳に従っている。ヘブライ語［－－∩；叩］は悲  
しみ、悲哀の意味である。）  
8）［M］Liber Samuhelis，24－19一一quomodo tradiderit me Dominusin manu tua’  
『サムエル記上」i二四一一九「主がわたしをお前の手に引き渡されたのに」。  
9）［P］キエフに入ったのは、1018年八月十四日である。   
［M］この遠征におけるボレスワフの同盟者ピンチナティ人（ペチェネギ人）による  
キエフ占領については、ティトマールの『年代記』第八巻三十二章参照。［訳注］テ  
ィトマールの『年代記』第八巻第三十二幸の・一一文を以下に訳出する。「非常に強大な  
勢力を持っていたキエフは、ボレスワ7にそそのかされたビュチンギ人によって、絶  
えざる攻撃を受け、放火によって重大な視害をこうむった。住民によってよく防衛さ  
れていたが、遂に外国の力の■前に城門を開いた。すなわち、自らの壬が逃亡した後、  
残された都市の住民達は、八月十川Uにボレスワフと、追放の身にあった、以前のこ  
の町の君主シフイエントペウクを受け入れた。」r’Urbsautem Kitava nimisvalida  
abhostibusPedeneisortatu Bolizlavicrebrainpugnacioneconcutituretincen－  
dio graviminoratur．Defensa est autem ab suis habitatoribus，Sed celeriter  
patuit extraneis vivibus；namque a rege SuOin fugam verso relicta XVIIII．  
Kal．Sept．Bolizlavumet，quemdieamiserat，Zentepulcumsenioremsuum．”  
10）［M］ボレスワ7・フロブリが黄金の門を剣で打ち据える、という逸話は、虚構のも  
のである。同じ事が、1069年のボレスワフ・シチョドリのキエフ遠征の時にも言及さ  
れている。   
［P］キエフの有名な黄金の門は、やっと1037年に建てられた。それゆえ、年代記作  
者は年代錯誤を犯している、さらに、引き続き類似の逸話をキエフ遠征のボレスワフ■  
シチョドリに関する叙述の中に入れている。征服した町の門を刀で打ちつけるという  
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モチーフは、ハンガリアの文献の中にも再山している。  
11）［M二］ヤロスワフの妹の名はプシュスワァヴァ。この点については、Balzer，Gg乃gα／（官吏α  
43参照。  
12） ボレスワフによってキエフから運ばれた財宝に関しては、『ロシア原初年代記』1018  
年の項、ティトマールの『年代記』第八巻第三十二頁参照。  
13）［M］1019年の三月あるいは四月。  
14）［M二］ボレスワフ・フロアリの息子、ミエシコニ世ランベルトス、990年に生れ、1034  
年に没す。1018年には、このミュシコはすでに二十八才になっていた。それゆえ、「統  
治に耐えられない少年」と呼ぶことはできない。Balzer，Gg乃gαJ閥ね65－66．参照  
15）［p］シフイエントペウク。［訳注］パルゼルによれば、キエフ公ヴオジミエシの息  
子シフイエントぺウクは、ボレスワフ・フロ7■りとその妻エムニルダとの間に牛れた  
第三女を襲った。Balzer，Genea10gia，69．  
16）［P］プラウツイ人（ポロヴュツ人）、ピンティンギイ人（ベトシュネーグ人）は、  
黒海沿岸に住む遊牧民である。この節所で彼らに言及することは、全く虚構にもとづ  
くものである。というのは、プラウツイ人はやっと十一1せ紀後半にロシアに姿を現わ  
すのであり、またピンティンギイ人は、1018年には、まさしくボレスワフ・フロブリ  
の同盟者であったから。［訳注］『ロシア原初年代記』のポロヴュツ人、ペテェネギ人  
の関係筒所を参照。同書328ページ。331ページ等。  
17）［M］ボレスワフ・フロブリとヤロスワ7との戦はグルによる虚構と考えられる。  
18）［M］二連の八詩脚トロカイックの詩。  
19）［M］ISamune］is．17－9，”siautemegopraevalueroetpercusseroeumvosservi  
eritisetservietisnobis．”『サムエル記上』L一セー九「だが、わたしが勝ってその者  
を討ち取ったら、お前たちが奴隷となって我々に仕えるのだ。」  
20）［M］Cosmal－40ttnedareturTeuthonicisiustaoccasiocalumpniandiBoemos，  
quasiproillatainiuria．”『コスマの年代記』一L四O「侮辱を加えられたと言っ  
て、ボヘミア人を中傷する機会をドイツ人に与えないように上  
21）［M］Sallust，Cat．21－4，一1suorumunumquemquenominanslaudare．”サルステイ  
ウス『カティリナ戦記』二十一四「自分の兵十達を一人一人名を呼んで誉めたたえ」  
22）［M］Sallust．Cat，60－7．”inconfertissumoshostisincurrit．りサルステイウス『カ  
ティリナ戦記」】六十一七「敵の最も密集したところに実込んでいった。」  
23）［M］JustiniHtsioriaeE％ild4）icaeII－3－17tくHisigiturAsiapermillequingentos  
annosvectigalisfuit．”ユステイヌス『フィリピタスの歴史の概要』第二巷三L一七  
「このようにしてアジアは1500年間、嘉納を負っている」［訳注］MaruuSJunianius   
JustinusはPompeiusTrogusのHistoriaePhilippicaeのラテン語の概要を作った  
人で、IP†酎こ広く読まれた。   
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第八章 偉大なボレスワフの堂々たる勢威  
さて、ボレスワフの功績は、書き記したー）簡単な話によって説明したりす  
ることができない程、数も多く、偉大なものである。というのは、いかなる  
算術家でも、ボレスワフの重装の甲兵を正確に数え上げることができないか  
ブタ  
．1／‥・l＝人イ   
らである。まして、かくも多くの凱旋と戦勝を一つ一つ読み上げることなど、  
できるものではない。   
事実、ボレスワフは、ポズナニに千三百人の甲騎兵と四千人の盾持ち騎兵  
を1）、グニュズノには、千五百人の甲騎兵と五千人の盾持ち兵を、ウァデイス  
ウァヴィアの城には八百人の甲騎兵と二千人の盾持ち騎兵を2）、ギェチには三  
百人の甲騎兵と二千人の盾持ち騎兵を持っていた3）。  
これらすべての強壮な、また戟に通じた強者達が4）。   
偉大なボレスワフの時代には、戟に馳せ参じたのである。また、他の都市  
や城塞について、それを一つ一つ数え上げることは、我々にとっても、長々  
と際限のない苦労となる。あなたがたにとっても、それを聞くことは煩しく  
思われることとなろう。  
しかし、煩わしい数え上げは省いて5）   
あなたがたに、数でなく、数の大きさを示してみようと思う。すなわち、  
ボレスワ7王は、現在のポーランドが国中に持っているものよー）も多くの甲  
騎兵を持っていた。また、ボレスワフの時代、ポーランドには、現在のあら  
ゆる身分からなる住民の数とほとんど同数の兵士がいたのである6）。   
（8）DE MAGNIFICENCIA ET POTENCIA  
BOLEZLAUIGLORIOSI  
Pluraitaque sunt et maiora gesta Bolezlaui，：quam a nObis possint  
describi，；veletiamnudissermonibusenarrari∴Nam qulS arithmeticus  
Satiscerto numero ferrataseius acicsvaleat computare，；nedum etiam  
describendovictorias et triumphostante multitudinisrecitare．：De Poz－  
nan namque mille CCCOloricatimilites cumⅢImilibus clipeatorum  
mi1itum；1）；de Gneznen mille quingentiloricatiet quinque mi1ia  
Clipeatorum：de Wladislau castro octingentiloricatiet duo milia  
Clipeatorum；2）；deGdechCCCOloricatietduomiliaclipeatorum；  
Hiiomnes fortissimi  
Et ad bella doctissimi4）  
magniBelezlauitemporeprocedebant．；Dealiisverocivitatibusetcastel－  
1iset nobislongusetinfinituslabor est enarrare；et vobis forsitan fas－  
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tidiosumfuerithoc audire，；  
Sedutvobisfastidiumnumerandipretermittam5）  
numerum vobis sine numero multitudinis anteponam．；Plures namque  
habebatrexBolezlausmi1itesloricatos，；quamhabetnostrotemporetota  
Polonia clipeatos；；tempore Bolezlauitotidemin Polonia fere milites  
habebantur，；quot homiIleS Cuiusque generis nostro tempore  
continentur．6）；  
1） マウオポルスカ地方のポズナニを手旨す。   
2）［p］おそらく、ヴイスワ川沿いにある城砦都市ヴロツワベ、ソクであろう。   
3）［B］グニュズノの南西、ポズナニの南東にある、ヴィェルコボルスカ地方のギェチ。  
1039年、ボヘミア人によって破壊された。Co5椚αⅠⅠ2．  
［M］ここに挙げられているボレスワフの軍隊を、ザグジェフスキ（『ボレスワフ・  
フロブリ』）は、公に直属の軍隊と考えている。すなわち、ボレスワフの命令の下に  
待機する常備の従士’1dru去yna”と考えている。他方グロデッキは、戦時に地方の主  
要な城塞都市に召集されるすべての戦士と解している。  
［P］この数字がどこから取られたのかは不明である。口言削こよる伝承はこの内容を  
保存していない。おそらく『聖ヴォイチェフ（アグルベルト）の殉教』の中に載って  
いて、それを年代記の作者が利用したのであろう。兵数の表はもっと完全なものであ  
ったのか、また、他の城塞都市の軍勢についても言及があったのか、（不明である）。  
他面、プロプリの軍勢の総数が3900人の甲騎兵と1000人の盾持ち騎兵を越えるもので  
あったと考えることは困難であるo（A・NadoIski・Pobkiesityzbrqfne 
． 
中世においては、金属の（薄根でなく）鎖帽子／からなる甲胃に覆われた騎兵であっ  
た。…‥・ガルのこの簡所についての最良の注釈は、十世紀後半、中部ヨーロッパを旅  
したアラブの作家イプラヒーム、イブン・ヤクープの話である。「彼（ミュシコー世）  
は、各部隊に分れている三・千人の甲騎兵を持っていた。その100人は他の1000人の兵  
と等しい力を持っている。ミュシコは彼らに衣服、馬、武具その他必要なもののすべ  
てを与えている。」   
4）［M］二連の八詩脚イアンボスの詩。  
Cant．3－8t’tenentesgladiosetadbelladoctissimi”『雅歌』三八「すべて、剣に  
秀でた戦士達」。   
5）［M］二連の八詩脚トロカイックの詩。   
6）［P］”homines”（1udzi－ポーランド語）という言葉は、ここでは「武装能力のあ  
る人々」を意味するのであって住民一般を指すのではない、という見解が正当にも最  
近提出されている。  
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第九章 偉大なボレスワフの有徳と高貴について   
ボレスワフ王の軍隊の堂々たる勢威はこのようなものであったが、それに  
勝るとも劣らないのが、霊的な従順の徳であった。事実、ボレスワフ王は、  
司教達にも、また自分の司祭達にも、大変な敬意を払っていた。それは、彼  
らが彼の傍に立っている時には、敢えて坐ろうとはしなかった程のものであ  
ったし、彼らを「主」以外の呼び方では呼びかけなかった1）。また神を敬魔の  
極みにおいて尊崇し、聖なる教会を高く挙げ、王にふさわしい堂々たる贈り  
物で教会を飾った2）。その上、ボレスワフは偉大な正義と議連の徴を持ってい  
た。というのは、たとえ、貧しい農夫や臆しい農婦であっても、彼らの誰か  
が、公か伯の誰かを訴えた時、ボレスワフ自身がどれ程重要な仕事に関わっ  
ていたとしても、また大勢の大貴族と騎士達にぎっしりと取り囲まれていた  
としても、即座にその場から離れ、順を迫って訴え人の訴えに耳を傾け、ま  
た、訴えられている人のもとに宮廷官吏を派遣した。その間、王はこの訴え  
を起した人を自分に忠実な輩‾■Fの者に任ね、この訴人の世話をし、訴えられ  
た人がやって来た時には、彼が（訴人に替って）この一件を王に話すように  
命じた。そしてボレスワフは、この訴えを起した農夫を、父親が息子を諭す  
ように諭し、その場にいない者を理由なく訴えないように、また、不正な訴  
えを起せば、他人の怒りを引き出し、その怒りは結局自分の身にふりかかる  
ことになる、と諭したのである。また、訴えられた人も、ボレスワフから出  
頭するように命令を受けると、遅滞なく急いで到着し、王によって定められ  
た日を、いかなる理由によってもやり過ごすということはなかった。また、  
王の使者を受け入れた貴族が王宮に到着すると、ボレスワフは悪意のある態  
度を示さずに、陽気で親切な顔をして彼を迎え、食卓へと招き入れた。そし  
てその日ではなく、翌日か、さらにその翌日に一件を処理した。このように  
して、ボレスワフは、貧民の問題も、大貴族の問題と同様に熱心に取り扱っ  
た。ああ、ボレスワフの偉大な思慮分別よ、ボレスワフの偉大な完徳よ、裁  
きにおいては、人を区別せず3）、国民の統治にはこのような正義をもって事に  
あたり、教会の名誉と国土の繁栄を極みにまで至らしめた。ボレスワフにこ  
のような栄光と権威をもたらしたものは、ローマ人とローマ帝国の初期の勢  
威を偉大にしたあの正義と公正の徳の力であった。全能の神は、ボレスワフ  
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が自分と人々とに対して善と正義を認めた分、その分だけボレスワフ王をこ  
のような徳、このような勢威、このような勝利で飾ったのであり、また、ボ  
レスワフには彼の高潔な勇気と寛大さに当然に伴う輝しい栄光と豊かな財と  
喜びに満ちた幸福とが，生じたのであった。   
（9）DE VIRTUTE ET NOBILITATE GLOR－  
IOSIBOLEZLAY   
Hecerat BolezlauireglSmagnificenciamilitaris，；necinferioreierat  
Virtus obediencie spiritalis．；Episcopos quippe suosque capellanosin  
tantavenerationeretinebat，；quodeisastantibussederenonpresumebat，  
三nec eos aliter quam dominos appellabat．1）Deum vero summa pietate  
COlebat，；sanctam ecclesiam exaltabat∴eamque donis regalibus  
adornabat2）；Habebat etiam preterea quiddamiustitie；magnum et  
humi1itatisinslgne，：quOd siquando rusticus pauper velmuliercula  
quelibet de quovis duce videlicet velcomite quereretur，quamvis esset  
magnlS negOtiis occupatus，：multisque cuneis et magnatum et militum  
COnStipatus，；non prius se deloco dimovebat，donec causam ex ordine  
COnquerentis auscultaret三et proillo，de quo querebatur，Camerarium  
transmandaret．；Interimveroipsumconquerentemalicuifidelisuocom－  
mendabat，quieum procuraret；sibique causam adversario adveniente  
Suggereret；etsicrusticumquaslpaterfiliumadmonebat，；neabsentem  
Sine causa accusaret；et neiniuste conquerendoiram，quam alteri  
COnflabat，；sibimetipsicumularet．；Necaccusatus；citissimevocatus；  
Venire differebat，；nec diem a rege constitutum qualibet occasione  
preteribat．；Advenienteveroprincipe，prOquOmissumfuerat，nOnSeilli  
maligne commptum ostendebat，；sed alacrieum et affabilivultu  
recipiens ad mensaminvitabat，neque ea die，Sed sequenti，Veltercia  
CauSamdiscutiebat．；Sicquediligenterrempauperis，；ut alicuiusmagni  
princlplS，：pertraCtabat．；Omagnadiscrecio；magnaqueperfeccio：Bol－  
ezlaui．Quipersonaminiudicionouservabat3）quipopulumtantaiustitia  
gubernabat，；quihonorem ecclesie ac statum terrein summo culmine  
retinebat．；；IustitianimirumetequitateadhancBolezlauusgloriamet  
dignitatem ascendit，；quibus virtutibusinitio potentia Romanorum et  
2ヲ  
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imperium excrevit．；Tanta virtute，tanta pOtentia，tantaque victoria  
regemBolezlauumDeusomnipotensdecoravit，；quantameiusbonitatem  
etiustitiamergaselPSumethominesrecognovit；；tantagloria Bolez－  
1auum，tanta rerum COpia，tantaqueletitia sequebatur，：quantam eius  
PrObitasetliberalitasmerebatur．；  
1）［G］『ヴィエルコボルスカ年代記』では次のような説明がなきれている。すなわち、  
スラヴ人の言葉でパン”panl’，あるいはゴスボデンt－gospodzin”というのは、tlmaior  
dominus”（より大きな主人）を意味しており、他方、神父クションツKsiqdz（Ⅹandz）  
はさらに上位の身分を意味し、プリンケブスprinceps（公）とレックスrex（壬）  
の観念に近い。おそらく、我が年代記作者は、この神父ksi2Idz＝公Ksiq去マ．とし  
てのドミヌスdominusを念豆酎こ置いていたのであろう。後の資料も、ドミヌスをタ  
ンョンツksiqdzとしての司教に対して用いている。  
［訳注］ブ リックナ一によれば、クションツks伺dzはまだ十六世紀においても、今  
日の聖職者に対してだけでなく、世俗の君主の日常的な名称としても用いられた。た  
とえば））トワニア大公WielkiKsiqdzLitewski。もともとは、ドイツ語系、フィン  
語系のkuningas．kr6’1の慣用語。リトワニア譜kuni（n）gas，フィン語kuningas，  
ドイツ語kuning，k亡inigはkuni（王国）、またはr6d（国部族）から由来してい  
る。今日まで、ロシアとバルカンにおいては、君主はknia2，セルボ人ではknez，チ  
ェコ人、ポーランド人ではkniez，ks伺dzと呼ばれている。『ガル』が記しているよ  
うに、ボレスワフ・フロプリはこの名で聖職者を呼んでいる。」A．Brtickner，SIownik  
etymologicznyj弓Zyka poIskiego，Warszawa1970．   
2）［G］ザモイスキ版では”adorabat”となっており、これによると「崇拝した」と  
いう意味になる。これを編集者（M，P，H M．G．IL）は”adornabat．”と訂正した。  
この訂正を私は必ずしも必要なものとは認めないのであるが、今はこの訂正に従う。  
というのは、ここで問題となっているのは、何か一つの具体的な教会を飾ることでは  
なく、制度としての教会に対して、多くの贈物によって敬意を示すこと、であるから。   
3）［M］Proverbiorum．24－23．ttcognoscere personaminiudicio non est bonum．  
『哉言』二十四二十三「裁判でえこひいきをするのは良くない。」  
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第十章 ボレスワフのロシア人との戦いについて  
しかしながら、これについて述べることは次の巻に譲ることにして、事柄  
の斬らしさから見て十分に記憶に価するボレスワフの戦の一つを物語ること  
にしよう1）。そしてこの出来事をよく吟味すれば、我々は謙遜を倣慢の上に置  
くことになるはずである。   
さて、ある時、ボレスワフ王がロシアに、他方、ロシア人の王がポーラン  
ドに、双方もお互いに知らずに、敵意を抱いて攻め入り、相手方の国境で、  
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川をはさんで陣を張るということがあった2）。ボレスワフが川の向う岸を渡り  
ロシアの国境に陣取った、という知らせが、ロシア人の王に届いた時、ロシ  
ア人の王は愚かにも、ボレスワフが、綱にかかった獣のように、ロシアの大  
軍に取ー）囲まれたと思って、結局は、自分の倣悼な頭にはね返ってくること  
になる格言をボレスワフに向って発した、と言われている。「ボレスワフよ、  
おまえは、泥の中を這い回る豚のように、すでに我が猟犬と猟師に取ー）囲ま  
れている。これをよく弁えられよ3）」。ポーランド王はこれに答えて言った。  
「よいとも、おまえは私を泥の中の豚と呼んだが、それもよい。なぜなら、  
私は、おまえの猟師と猟犬の、つまり、おまえの軍隊の血で、私の軍馬の蹄  
を汚し、おまえの土地と都市を、あたかも猛き獣のように喰いつくしてしま  
うから4）」。双方からこれらの言葉が投げかけられたが、その翌日には、祭日  
が迫っていた。そこで、ボレスワフ王は、その祭日を祝うことを考え、戦を  
三日目に延ばすこととした5）。それゆえ、その日には、数えきれない程の獣が  
屠殺され、次の日の祭日に、慣行に従って、王とそのすべての諸公とに食さ  
れるべく、王の食卓へと供された。   
ところで、すべての料理人、盾持ち、従者、軍役夫が獣の肉と内臓を洗い  
に川の岸に集っていた時、対岸では、ロシア人の従卒と従者達が騒しい声で  
嘲笑し、不当な侮辱を加えて彼らの怒りをひきおこそうとしていた。それに  
対して、ポーランドの方は、恥ずべき言葉一つ投げかえさず、ただ不用にな  
った不潔な内臓を不当な言葉のお返しとして彼らの眼の前に投げつけた。ロ  
シア人が増々多くの侮辱的な言葉で彼らを刺激し、またより激しく矢を射か  
けてきた時には、ボレスワフの軍役夫の軍勢は6）、手に持っていた物を大と鳥  
に投げ与え7）、午睡している兵の武器を取り、川を渡って、多勢のロシア軍に  
対して勝利を収めたのである。ボレスワフ王とその全軍は、喧騒と兵士の激  
突の育とに目をさまし、これは一対何事かと聞き回り、事の次第を知って、  
敵の罠かと疑いつつも、隊列を整え、四散している敵を迫撃した。こうして、  
軍役夫だけが勝利の栄光を味わったのではなく、また彼らだけが血を流した  
のでもなかった。   
また、川を渡った兵士の数は大変なものだったので、そこは下流からは、  
水ではなく、乾いた道のように見えた8）。   
さて、彼の生涯についての回想が、聴く者にとって、どれ程模範として役  
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立つかは、彼の戦についてのこの程度の叙述でも十分であろう。  
（10）DE PRELIO BOLEZLAUI”CUM  
RUTHENIS   
Sedista memorare subsequentipagina differamus；et quoddam eius  
prelium novitate factisatis memorabile referamus，1）；ex cuius reicon－  
Sideracione humilitatem superbie preferamus．；Contigit namque uno  
eodemquetemporeBolezlauumregemRusiam，；Ruthenorumveroregem  
Poloniam；utroque de altero nesciente；hostiliterintroisse，；eosque  
Super fluvium alteruminalterius terminoO reglOnis，interposito flumine，  
CaStra milicie posuisse2）；Cumque nunciatum esset Ruthenorum regi  
Bolezlauum ultraiam fluvium transivisse；inque suiregniconfinio cum  
exercitu consedisse，：existimans rexinsulsus se quasiferamin retibus  
eum sua multitudine conclusisse，；proverbium eimagne superbie capiti  
suo retorquendum dicitur mandavisse：；§Noverit se Bolezlauus tam－  
quamsueminvolutabrocanibusmeiset venatoribuscircumclusum．3）Ad  
hecrexPolonicusremandavit：Bene，inquam，Sueminvolutabronominas－  
ti，quiain sanguine venatoris canumque tuorum，；id est ducum et  
mi1itum，；pedesequorummeorum‡inficiam；etterramtuametcivitates  
ceu ferus singularis depascam4）Hiis verbis utrimque renunciatis die  
Sequentisollempnitasimminebat，；quamrex Bolezlauuscelebraturusin  
diem tertium bellum committere differebat．5）；Eo namque die animalia  
innumerabilia mactabantur，；que sequentisollempnitate ad mensam  
regis，CumOmnibussuisprincipibuscomesturimoresolitoparabantur．：  
Omnibusitaque cocis，inquilinis，apparitoribus，paraSitis exercitus ad  
animaliumcarnesetextapurgandasuperripamfluminiscongregatis，eX  
alteraripaRuthenorumclientesetarmigericlamosisvocibusinsultabant，  
；eosque probrosisiniuriis adiracundiamlacessebant．：Illivero nichil  
iniur・ie e contrario respondebant，；sedintestinorum sordes etinutilia  
COntra eOrum OCulosproiniuriaiaciebant．；Cumque Ruthenimagis eos  
magisque contumeliisincitarent；et sagittis etiam acriusinfestarent，；  
Canibus，que tenebant avibusque commissis7）cum armis mi1itum；in  
meridiana dormiencium≡fluvio transnatato Bolezlauiparasitorum  
exercitus8）super tanta Ruthenorum multitudine triumphavit．Bolezlauus  
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itaque rex et exercitus totus；clamore simulet strepitu armorum  
excitatus；quidnam hoc esset sciscitantes，；cognita reicausa，facta ex  
industriadubitantes，三cum ordinatisaciebusinhostes undiquefugientes  
irruerunt；‡sICque ParaSitinec gloriam victorie soli；nec sangulnum  
noxam soli；habuerunt，；Tanta vero fuitibimilitum flumen tran－  
seuntium（multitudo），三quod non aqua videbatur abinferioribus，Sed  
quedamitineris siccitudo8）；Hoc antem tantillum dixisse de bellis eius  
Sufficiat，；quatenuseiusviterecordatioabauditoribusimitataproficiat．  
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1）［M］SallustヱおIlum Cbtiltnae4r4．ttid facinusinprimisego memorabileexis－   
tumo”サルステイウス『カティリナ戦記』四一四『私はこの行為を記憶に価すべき  
ものと思う。』  
2）［P］おそらくブタ川を指すのであろう。著しく寓話的に見えるこの挿話が実際の歴  
史上の事実であるか否かについては不明である。   
［M］ここに記述されている、そして我々には知られていない、ロシア人とボレスワ  
フの戦については、ティトマールの『年代記』第七巻三十一章。F原初年代記』1022   
年の項に記された、ブタ川河畔のブジェシチへのヤロスワフの遠征を参照にすべきで   
ある。［訳注］ティトマールの第七巷二十一章には、これに対応する叙述はな〈、お  
そらく第八巻三十一章の誤記であろう。この箇所に対応する記述は、『匿名のガル年   
代記』第七草のボレスワフのロシア遠征の物語である。  
3）［M］EpistulaPetriII2－22”suslotainvolutabroluti．”『ベトロの手紙、二』ニ   
ー二十二「豚はト……‥）、また泥の中を転げl司る」。  
4）［M］Psalmi80－14＝singularisferuSdepastusesteam”『詩編』八○一十四「野   
の獣が食い荒らしています。」  
5）［M］Exodi19L15”Estoteparatiindiemtertium”『出エジプト記」】十九一十五   
「三日目のために準備をしなさい。」  
6）［Bi］”Parasitorum exercitus”「パラシトールム・エクセルティートユス」は、   
軍の雑役夫”cze】adziobozowej”である。  
7）［M］Exodi，22－30t’carnemquaeabestiisfueritpraegustatanoncomedetissed   
proicietiscanjbus．”『出エジフOト記』二十二L三十「野外でかみ殺された肉を食べ  
てはならない。」  
8）［P］ラテン訪テキストのこの蹄所は、あまり説得的ではない。   
［訳注］この挿話は、後にドユルゴーンの『年代記』では、1018年のボレスワフのキ   
エフ遠征時の挿話の中に取り人れられている。DIugosz，AnnalesseuCronicaelncliti   
RegniPoloniae，Warszawa1964．p．280．  
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第十一章 ポーランドにおける教会の設立とボレス  
ワフの徳について  
さて、神の崇拝に関して、ボレスワフ壬は、教会の建設においても、司教  
座の設立においても、憎祓の賦与においても1）、大変な熱意を示したので、ボ  
レスワフの御代には、ポーランドは、二つの大司教座とそれに従う司教座を  
保持していた2）。そして、これらに対して、ボレスワフは、あらゆる事を通じ  
て、またあらゆる事柄において、好意と忠誠の心を表わした。それゆえ、も  
したまたま諸侯達の一人が、誰であれ聖職者か司教と訴訟を始めた時、ある  
いは、教会財産の何程かを横領したとき、土日身が自らすべての者に沈黙を  
命じて3）、あたかも司教と教会の保護者、擁護者としてその争いを裁いた。他  
方、ボレスワフは、征服した周囲の野蛮な諸部族に対しては4）、貨幣による貢  
納を強いることはせず5）、真の信仰が大き〈成長していくように仕向けた。さ  
らに自らの費用でそこに教会を建て6）、信仰を持たない者達に対して、教会法  
に従いつつ、賞賛すべきやり方で司教と聖職者を任じ，彼らに必要なものを  
すべて整えてやった。   
こうして、ボレスワフ王は、このような諸徳、すなわち、正義と公平、神  
への畏敬、慈愛において際立っていた7）。そして、このような思慮分別によっ  
レス・プブリカ  
て、王国と公けの事柄を治めたのである。まことにボレスワフの名は、多〈  
の徳によって、また高潔さによって、長〈また遠くまで知れわたったが、と  
りわけ三つの徳において、すなわち止義、公正、敬度において、偉大さの極  
みに達した。正義において、というのは、裁きには人を分け隔てせず8）、訴え  
を解決したからである。公正において、というのは、諸侯と人民とを、思慮  
分別をもって深く愛したからである。敬度において、というのは、キリスト  
とその花嫁を9）、あらゆる手だてによって崇拝したからである。   
こうして、ボレスワフが正義を行い、あらゆる人々を平等に愛し、母なる  
教会とその聖職者達とを崇敬したので、主なる神は、母なる聖教会の祈りと  
高位聖職者の執り成しによって、栄光のうちにボレスワフの角を高〈された10）。  
それゆえ、ボレスワフは、すべてにおいてよろしきを得、また大いなる繁栄  
に恵まれた。ボレスワフは、神に関する事柄にこれ程までに敬塵であったの  
で、人の世の事柄についても、その栄光はそれだけさらに大きなものになっ  
2β   
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た。   
（11）DE DISPOSICIONE ECCLESIARUMIN  
POLONIA ET VIRTUTE BOLEZLAI  
IgiturrexBolezlauusergadivinumcultuminecclesiisconstruendis；et  
episcopatibus ordinandis；beneficiisque conferendisl）；ita devotissimus  
existebat，：quod suo tempore PoIonia duos metropolitanos cum suis  
suffraganeis continebat．2）Quibusipse per omnia etin omnibusita  
benivoluset obediensexistebat，；quodsiforte aliqulSprlnCipumcontra  
quemlibet clericorum velpontificumlitigiicausaminchoabat，；velsi  
quidquamderebusecclesiasticisusurpabat，三ipsecunctismanusilencium  
indicebatt3）etsicutpatronusetadvocatuspontificumcausametecclesie  
defendebat．：§Gentesverobarbarorumincircuitu4）quasvincebat；non  
adtributumpecuniepersoIvendum5）；sedadverereligionisincrementum  
；coercebat．；Insuper etiam ecclesiasibide proprio construebat6）et  
eplSCOpOShonorifice；c】ericosquecanonice：cum rebusnecessariis aqud  
incredulos ordinabat．；Talibus ergo virtutibus，iusticia et equitate，：  
timore scilicet et dilectione rex Bolezlauus7）precellebat，；talique dト  
SCretione regnum remque publicam procurabat．：Virtutibus siquidem  
multis ac probitatibuslongelateque Bolezlauus emicuit，；tribus tamen  
Virtutibus：iusticia，equitate，pietate specialiter ad tantum culmen  
magnitudinis ascendit，；Iusticia，quia sine respectu persone causamin  
iudiciodiscernebat8）；equitate．quiaprincipesetpopulumcumdiscrecione  
diligebat，；pietate，quia Christum eiusque sponsam9）modis omnibus  
honorabat．；Etqulaiusticiamexercebat；etomnesequanimiterdiligebat  
；etmatremecclesiamvirosqueecclesiasticosexaltabat，；sanctematris  
ecclesie precibus；eiusque prelatorumintercessionibus；cornu eiusin  
gloriaDominusexaltabatetincunctissemperbene；semperqueprospere  
；procedebat．；EtcumsicessetBolezlauusreligiosusindivinis．：multum  
tamenapparebatgloriosiorinhumanis．；  
1）［P］ベネフィキウムとは、なんらかの役職、と〈に教会の役職への棒線であった。   
2）［p］ボレスワフ・フロ70り時代のポーランドに二つの大司教座があったとするガル  
のこの言及は、常に活発な学問的議論を引き起こしてきた。というのは、他のどこに  
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も、この点について何も言及きれていないからである。他面、不注意な者にとっては、  
この言及を、単純に年代記作者の誤謬と見なしているようである。しかしながら、次   
のような説明こそ最も自然であるように思われる。すなわち、グルは、布教特使とし   
ての大司教であったクフエルフルトの聖ブルーノのポーランド滞在（1004年－1009年）  
を知って、そこから自分の判断によってポーランドにおける二つの大司教座の存在を   
推測した。と考えられる。T，Silnicki．op，Cit p．357，   
［G］二つの大司教座についての言及は、クラコフにおける大司教座の伝承と結びつ   
けて論じられてきた。最も新しい研究（アブラハム教授）は、この言及の中に、1000   
年頃の諸関係の反響を見い出しているように思われる。すなわち、グニュズノにおけ   
る大司教座の設立後、ポズナニの司教座は、はじめからグニュズノの大司教座に従属   
せず、独立した立場を堅持し、また最近まで誤って理解されていたように、マグデブ  
ルク大司教座に従属しているというものでもなかったことを示している、と。   
［B］ここに言及された二つの大司教座の有礼 というむつかしい問題については、   
文献に関してマレナンスキの注釈を参照せよ。カロリーナ・ランツコラインスカは、  
この二つの大司教座の問題を、グニュズノにあるラテン典礼に基づくラテン的大司教   
座とクラコフにあるスラブ典礼に基づくスラブ的大司教座とに関係づけている。K．   
Lanckoro丘ska，Studies on the RomanrSlavonic Ritein Poland，Oyienialia  
ChY虫Eiana Analecia（Rom）1961．35．ff．   
［M］ボレスワフ・フロブリ時代のポーランドにおける二つの大司教座については、   
Abraham．W．0′卯nizaciako女iciola，P．85，idem，GnieznoiMqgdebu，乱p，21．こ   
の研究の中では、この問題は、聖プルpノに関連づけられている。Malecki，Studiunl   
nadbu11qz．r．1136．Zprzes2loscidiidowdII．p．111．この書では、ウェンツイツ   
ァの城に関連づけられている。Loguna，Pierwszewiekjko菖’ciotawPoIsce．Kwart   
〃ざsち1891．Ⅴ．553．では、ポーランドにおける聖7グルベルトゥスの代理が想定さ   
れている。Ketrzy員skiSt．Kilka uwag o oparcie Astryku Anastazym，PT？egl．   
Histor．1905，idem，02dginiondmetrqpoliiczafowBolesIawaChYVbrqo，Warsz－  
awa1947．  
3）［M］ActusApstolorum．13－16ttPaulusetmanusilentiumindicensait．‖『使徒   
言行録』一三一一一六「パウロは、手で人々を別して言った。」  
4）［M］Hiezechiel・5－7－tsupera恵SgenteSquaeincircuituvestrosant・”Fェゼキ   
ュル書』五一七「おまえたちが周りの国々よりもいっそうかたくなで」。  
5）［M］作者は、1121年にポモージュ人に課された頁納を皮肉っているのではなかろう  
か。   
［B］ガルはおそらく、フランク族以来、ゲルマン人とスラブ人に対して至る所で用  
いられた十分の一税の課税の如き慣行を念豆引こおいていたと思われる。  
6）［M］ボレスワフ・フロブリによって建てられた教会については、l万ねヴ〟グ〝ヴ刀eノねf用∽   
（M．Et H．VI410），Zakrzewski，及）lesh7W C％Tt）b7y p．142．   
［訳注］ザグジェフスキは、ボレスワフによって建てられた教会建築として、ポズナ  
ニ近効のレドニツコ湖にあるオストルフの教会、タラコフのヴァヴュルにあるカテド  
ラル、グニュズノのカテドラル、同じくグニュズノの五人の殉教修道士のための教会、  
グニュズノの修道院、ウェンツイツアの修道院、クラコフ効外のティニュツのベネデ   
クト大修道院等を挙げている。  
7）［M］AdTimotheumIIl・7”nonenimdedjt nobisDeusspiritum timorissed   
virtutisetdilectionisetsobrietatis”『テモテへの手紙二』一，七「おくびょうの  
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霊ではなく、力と愛と思慮分別の霊をわたしたちにくださったのです」。   
8）［M］Proverbiorum24L23ttCognoscere personaminiudicio non est bonum．”  
『歳言』二四二三「裁判でえこひいきするのは良〈ない。」   
9）［P］キリストの花嫁とは、教会用語でしばしば「教会」のことを指す。  
10）［M］Psalmi88－251tinnomi11emeOeXaltabiturcornueius．”『詩編』八九一二五  
「わたしの名によって彼の角は高く上がる。」Psalmi111－9”cornueiusexaltabitur  
ingloria”『詩編』－一【－－ニ九「彼の角は高く上げられて、栄光に輝く。』  
［訳注］王の栄光と力を象徴するこの「角］ttcornu，，という言葉は、とりわけ『サム  
エル記上』の有名なハンナの祈りの中に典型的に示されている。ISamuhelis．2rlO  
t－Dominusiudicabitfinesterraeetdabitimperiumregisuoetsublimabitcornu  
christisui．”『サムエル記上』ニーーO「主は地の果てまで裁きを及ぼし、王に力を  
与え、油注がれた者の角を高く上げられる。」ヘブライ語の慣用句「角を高〈する」  
l「已E］うっ（herimqeren）の意味について、カイル・マッカーター・ジュニアは、  
三つのレヴュルに分けて整理している。第一は「人目を引く程の高さ、卓越さ、成功」  
の象徴。その意味で「角」は山にたとえられる。第二に、子孫の繁栄の象徴。第三に  
力強い雄の獣、とりわけ野牛の立派な飾りの象徴。野牛自身、中近東における力と男  
らしさの象徴であった。P．Kyle Mc Carter，JR．ISamuel．（771e Anchor Bible）  
New York1980．p．71．   
第十二章 ボレスワフは、どのようにして貧民を傷  
つけずに自分の領地を渡り歩いたか。  
確かに、ボレスワフの治めた時代には、騎士ばかりではなく、どの貴族も  
法外な重さの黄金の鎖首飾りを身に着けており、溢れる程の財宝を持ってい  
た。また宮廷の女官達も黄金の冠、首輪、首飾り1）、腕輪、金細工2）、宝石を  
身に帯びたまま歩き回っていたので、もし他の人に身を支えられなかったら、  
金属の重みに耐えることができなかったであろう。まさしく神はこれ程大き  
な恩恵をボレスワフに与え給うたのであり、またボレスワフの姿を見ること  
は、万人が大いに望むところであったので、もし、偶々ボレスワフが誰かを  
軽い罪の故に、しばらく接見から遠ざけておくことがあった時、その人は、  
たとえ財産も身体も自由にする権利を許されたとしても、ボレスワフの好意  
と接見の機会が旧に復さないうちは、自分を生者でなく死者と思い3）、自由の  
身でなく、牢に投獄された者のように思ったものである。またボレスワフは、  
自分の農民を、領主のように苦役へと駆り立てることはせず、慈愛に満ちた  
父のように彼らに平穏な生活を許した。事実、ボレスワフは、至るところに  
自分の泊所や自分のために定め置かれた僕蝉を用意しており一）、ヌミディ人の  
、‘JJ  
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ヌミディ人のように好んで天幕や野原に泊まることはせず5）、都市に、またし  
ばしば城塞に泊まったのである。そして滞在場所を町から町へと移す時には、  
その度毎に、国境で臣下のある者の任を解き、他の者に執事と代官の役を交  
替させた6）。ボレスワフが渡り歩く時には、旅人も、大地を耕す人も、牛と羊  
を隠さなかったし、近づいてくるボレスワフを貧しき人も金持も心から歓迎  
し、国中の者がボレスワフを一目見んと、急いだのである7）。   
（12）QUOMODO BOLEZLAUS PER SUAS  
TERRAS SINE LESIONE PAUPERUM  
TRANSIEBAT   
Eiusnamquetemporenonsolumcomites，；verumeciamquiquenobiles  
；torques aureasimmensiponderis baiolabant∴tanta superfluitate  
pecunieredundabant∴Mulieresverocurialescoronisaureis，；monilibus，  
murenulisl）≡brachialibus，aurifrisiis2）etgemmis；itaonusteprocedebant，  
；quodnisustentarenturabaliis，；pondusmetallisustinerenonvalebant．  
；Talem etiam gratiam eiDeus contulerat；etita visu desiderabilis  
CunCtiserat，；quodsiforte quemlibet a conspectusuo proculpaveniali  
momentaneo removebat，；quamvisillererumsulquelibertatefrueretur，  
；donec benivolencie eius ac conspectuiredderetur，；non se vivere，Sed  
mori3）；nec seliberum，Sed trusum carceri；reputabat；Suos quoque  
rusticosnonutdominusinangariamcoercebat，；sedutpiuspaterquiete  
eosvivere permittebat．；Ubique enim suas stacione suumqne servitiurn  
determinatum habebat4），neClibenterin tentoriis三sicut Numida5）velin  
Campis，；sedin civitatibus et castris；frequentius habitabat．：Et  
quotiens de civitate stationeminaliam transferebat，；aliisin confinio  
dimissis，aliosvastandionesetvillicoscommutabat6）．；Necquisquam eo  
transeunteviatorveloperatorbovesvelovesabscondebat，‡sedeipreter－  
euntlpauperetdivesarridebat，；eumquecerneretotapartiaproperabat7）  
1）［B］murenulaeとは、おそらく貴金属からできた鎖首飾であろう。その個々の環  
は、蛇状の、またうなぎ状の細棒からできている。この言葉は『椎歌』十十一、『イ   
ザヤ書』三一二○にHている。  
2）［M］aurifrigioのかわりに置かれたこの言葉aurifrisioの音は、写本作者による  
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ものでないとすれば、作者のイタリア出身を証明しているように思われる。  
3）［M］Sa11ust，Belhimlugurihinum14－24t’Nuncnequeviverelubetnequemori   
licet，”サルステイウス『ユグルタ戦記』一四一二四「今や生きたいとも思わないし、   
死ぬことも許されていない。」（「訳注」マレチンスキは『カティりナ戦記』と記して  
いるが、これは誤記であろう。）  
4）［G］ラテン語で「スタティオ」”statio”とし、うのは、適切に編成された奴蝉群を   
抱えた館であった。料理人、パン焼人、ピール醸造人、蜜蜂陶、漁師等。彼らは白分   
の生産物や肉体労働によって、俣の館のために、また俣の通過と停泊の時に、侯とそ   
の従士団に奉仕したD詳しくは、拙著堕些垂些Wlo岳etrzebnicka．『俣の供俵田   
所領地』参照  
5）［p］ヌミディ人とは、古典古代の、北アフリカにし－た遊牧民であった。  
6）［B］”vastandiones”（Gastalden）は、ランプバルト族にあって、国庫の管理人や   
支配人、あるいは、都市と管区を司る長官であった。E．Brinckmeier，Glossarium   
dit）lomaticam．Neudruck，Scientia verlag，Aeben1967．Kossman，0，Iblenim  
〟拗g血JねれS．265－282．ランゴパルト族の文献だけからしか知られていないこの言葉  
の使用から、ガルのイタリア出身が推定される。  
7）［P］ボレスワフの行為のこの理想化された健から、絶えず移動している支配者とそ  
の宮廷の維持の義務が、作者の時代に、人民にとってどれ程大きな負担であったかが   
わかる。十三世紀中葉の『聖スタニスワ7伝』”ZywocieSw．stanislawa．”に繰  
りかえされている「この国の中では普通の権利と見なされている恥ずべき類いの略奪」  
に対する類似の苦情である。この負担に対する最初の負担軽減の試みは、1180年のウ  
ェンツイツツアの合議の決定である。   
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第十三章 偉大なボレスワフの妻の徳と敬慶  
ところで、ボレスワフは、諸公を、また自分の輩下の騎七達を、また諸侯  
を、あたかも兄弟か息子のように愛し、賢明な君主の如く敬愛の心を失わず  
に、彼らを賞賛した。というのは、彼らに向って、不平を訴える者に対して、  
軽々しくその者達を信ぜざるも、  
法によりて罪ありと寄せられし老にl）  
同情の心をもってその判決をゆるやかなものにしたからである。また、次の  
ような事もあった。しばしば、ボレスワフの妻は王妃として2）、思慮、分別の  
ある方であったが、死罪と決った多くの人々を獄吏の手から奪い取って、迫  
っていた死の危険から救い出し、ある時は王が知らないうちに、またある時  
は王に隠して、牢獄に番兵をつけて愛情深く彼らの生命を長らえさせるとい  
うことがあった。   
さて、王は、王の友でもあった十二人の顧問官を持っていたが3）、彼らとそ  
エフ  
30t  〃．AγU如   
はかりごと  
の妻達とともに、心配事や謀を忘れて、しばしば宴会を催し、ともに会食す  
ることを好んだ。また彼らと王国の統治、顧問会議の仕事について論じあっ  
た。こうして、ボレスワフが彼らと等しく食事をし、歓談していた時、諸々  
の論議の中で、偶々家門の起した事柄から有罪を宣せられた人々のことを思  
い出すということがあった。その時ボレスワフ王は両親の功績と栄光のこと  
を思って、彼らの死を残念に思い、自ら彼らに死罪を命じたことを後悔した。  
その時、尊敬すべき王妃は、敬塵な王の胸を優雅な手で撫でながら4）、尋ねた。  
もしある聖人が、たまたま死より彼らを蘇えらせたとすれば、それは王にと  
って喜ぶべき事柄でしょうか、と。それに対して王は答えた。もしも誰かが  
彼らを死より生へと蘇えらせ、彼らの血統を汚名の恥辱から解き放ったとす  
れば、人が与えることのできるもののうちで、これ程の貴いものはないであ  
はかりごと  
ろう、と。それを聞いて、賢くも、信仰の厚い王妃は、敬度な謀を知「）つつ  
も自ら用いたことに対して、己を責め、十二人の友とその妻達とともに、王  
の足下に身を投げ、自らと罪を宣せられた者達の容赦を願った。王は、両手  
はかりごと  
で王妃の身を床から起こし、心寛かに抱擁し、接吻して、彼女の誠実な謀、  
否、敬度な業を大いに誉め称えた・5）。それゆえ、まさにその時、女の分別によ  
って命を長らえていたかの囚人達のところに、多くの馬をつけて人が派遣さ  
れ、彼らに釈放の期日が伝えられた。またその時、その場に居並ぶ人々の間  
に湧き起こる歓びの声はさらにいっそう大き〈なった。というのは、王妃が、  
か〈も賢〈王の名誉と王国の利益を心に配り、また王も、友人の忠告ととも  
に王妃の懇願にも耳を傾けたからである。さて、使者に釈放を告げられた人々  
が到着すると、彼らは直ちに王の下ではなく、王妃の下に連れて行かれ、王  
妃から、厳しい言葉と穏かな言葉で戒めを受け、その後、王の浴室に連れて  
行かれた6）。ボレスワフ壬は、彼らをいっしょに入浴させ、父が子にするよう  
に叱責し、また他方で彼らの血統を思い出して称賛した。そしてボレスワフ  
は言った。「諸君、まさしくこのような血統から生れた諸君には、このような  
非行を犯すことは相応しくないことであった」。年老いた者に対しては、自ら  
か、あるいは他人を介して言葉で訓戒し、若者に対しては、言葉とともに苔  
刑を用いた。このようにして、ボレスワフは、父親のように彼らに忠告を与  
え、彼らに王の服を着せ、贈「）物を与え、名誉を加え、喜びを与えて家路に  
つかせた。ボレスワフ王の、人民に対する振舞も、諸侯に対する振舞もこの  
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ようなものであった。かくしてボレスワ7は、かくも賢明に自分に従うすべ  
ての老に、ボレスワフを恐れ、また愛するように仕向けたのである。   
（1劫 DEk VIRTUTE ET PIETATE UXORIS  
BOLEZLAUIGLORIOSI   
DucesverosuosquecomitesacprlnCipesacsifratresvelfiliosdiligebat，  
；eosque salva reverentia sicut sapiens dominus honorabat∴Conquer－  
entibusenimsuperillis；   
Inconsultenoncredebat，；contralegecondempnatisl）   
indicium misericordia temperabat．；Sepe nomque uxor eius regina2）  
prudensmulieretdiscreta．：plurespro culpa mortideditos de manibus  
lictorum eripuit；et abimminentimortis periculoliberavit，；eosquein  
CarCere，quandoque rege nesciente；quandoque vero dissimulante，；sub  
custodiavitaemisericorditerreservavit‥Habebatautemrexamicos XII  
COnSiliarios3），Cum quibuseorumque uxoribus omnibus curis et consiliis  
expeditis convivari multociens et cenare delectabatur et cum eis regni 
familiariusetconsiliiministeriapertractabat．Quibusepulantibuspariter  
etexultantibus；etinter aliaslocutionesinmemoriamexoccasioneforte  
generisillorum dampnatorumincidentibus，；rex Bolezlauusillorum  
morti（pro）bonitateparentumcondolebat∴seque precepisseeos perimi  
penitebat．；Tunc reglna Venerabilis pium pectus regis blanda manu  
demulcens4），SCiscitabaturabeo，Sicarumeifieret，；siquiseossanctusa  
morteforsitansuscitaret．；Cuirexrespondebat，Senichiltampreciosum  
possidere，：quOd non daret，；siquis eos posset：ad vitam de funere  
revocare，；eorumque progeniem abinfamie maculaliberare．；Hec  
audiensreginasapiensetfidelispiifurtisereametconsciamaccusabat  
；et（：umamicisXIIetuxoribuseorumadpedesregisprosuidampnator－  
umque venia（se）prosternebat．三Quam rex benigne complexans，Cum  
OSCulo de terra manibus sublevabat，；eiusque fidele furtum，ymmO  
pietatis opera collaudabat5）；Eademigitur hora pro captivisillis，；per  
mulieris prudenciamvite reservatis；cumequis plurimismittebatur；et  
euntibus‡redeunditerminus；ponebatur；Tunc veroletitia multiplex  
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illis residentibus accrescebat，；cum regina reglS honorem：ac regni  
utilitatem；sicsapienterobservabat；etrexeamcumamicorumconsilio  
de suis petitionibus audiebat．：Illiautem，prO quibusmissum fuerat，  
Venientes，；nonstatimregisedreglnepreSentabantur，：quiabea verbis  
asperis etlenibus castigatiad regis balneum ducebantur6）．Quos rex  
Bolezlauus，Sicut pater filios secum balneantes corrigebat，；eorumque  
progeniemmemorandoco11audabat．；Vos，1nqult，tanta，VOStaliprosapla  
exortos，taliacommitterenondecebat．；EtatequidernPrOVeCCioresver－  
bis tantum tam per se，quam per alios castigabat，三minoribus vero  
Verbera cum verbis adhibebat∴Sicque paterne commonitos；acin－  
dumentis regalibus adornatos，；datis muneribus；collatisque honoribus，  
三ire domum cum gaudio dimittebat．：Talemlgitur sese rex Bolezlaus  
ergapopulumetprinclpeSeXhibebat，；sicsaplenterettimerietamarise  
a cunctis sibisubditis faciebat．；  
1）［M］二連の八詩脚トロカイックの詩。母韻の交錯によって、文章として散文に連続  
している。   
2）［M］おそらくボレスワフ・フロブリの三人【1の妻（987年結婚、1017年没）、エムニ  
ルタEmnildaのことであろう。Ba】zer，Genea10gia．41－3．Zekrzewski，ibid，p．66．  
［訳注］ティトマールの『年代記」＝第四巻五八草の以下の文章を参照すべきである。  
”TerciafuitEmnildis，editaavenerabilisenioreDobremiro，quaeChristofidelis  
ad omne bonuminstabilem coniugjs suimentem declinavit etimmensa  
e】emosinarumlargitateetabstinentiautriusquemaculasabluerenondesistit．’’  
「ボレスワフの三人目の妻はエムニルタであった。彼女は、尊敬すべき俣ドナロミー  
ルの娘であり、忠実なキリスト教徒であって、自分の▲大の定めなき思考を良い方向に  
導き、多くの喜捨と禁欲節制によって、自分と夫との罪をつく小なうために力を尽した。」   
3）［P］十二人の友と顧問官。スタニスワフ・スモルカS，Smo】ka（Mieszko siaD・i  
j曙0祝∫iek佗．utyd），Warszawa1959．p，164）は、これを史実に基づく描写と見て、  
十二世紀初豆引こ建てられたルビニの修道院の最古の寄進者の表を手がかりに、ボレス  
ワフ・タンヴウステイとともに挙げられている十二人の有名な人物と比較している。  
しかし、これは、カール大帝の伝説から取られた挿話であるように思われる。   
4）［M］Vergi1ius，Aeneis．ト153’＜illeregitdictisanimosetpectoramulcet．”ヴュ  
ルギリウス『アエネアス』一一一九三「彼は語ることで彼らの魂を静め、彼らの胸を  
撫でた。」   
5）［p］この小話は、我が国の文学において人気の高いものであった。かつて、J．タ  
ラシェフスキKraszewskiにとっても、ボレスワフ時代を背景にもつ『復活の兄弟』  
βmcf〟Z椚d抽り・Cカ紺S由カり・という題の小説の筋として役立った。土の妻あるし、は娘  
によって救われ、許しと恩恵を再び一にするまで隠されている死刑囚、とし、うモティ  
ーフは、古典古代にまでさかのほる非常に古いもので、とりわけ中世に広く流布した。  
J．クシジャノフスキT体系的に配列されたポーランドの民話』J．KrzyZanowski．  
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Zbkka bqikaludowa w ukhuizieqstena＆czny t．I，Wroclaw1962，P．159，   
6．）［M］君僕達と湯浴するカール大帝については、アインハルト『カール大帝伝ユ二二．  
参月軋 Einhard，1月ta Cauoli，22．   
第十四章 ボレスワ7の食卓の豪勢と気前の良さに  
ついて  
ところで、ボレスワフは自分の食卓を大変立派に整え、賞賛すべき程豊か  
なものにしていた。毎日、普通の日でも、小卓は別にして、大きな食卓を四  
十も整えさせた。しかもその食卓のどれも他の人から提供されたものはなく、  
自分自身の貯えの中から出されたものであった。その上、ボレスワフは、ほ  
とんどすべての類いの鳥獣の猟師を召し抱えていた。彼らはあらゆる種類の  
鳥や獣を捕えた。その中から、時には獣が、時には鳥が、それぞれ毎日、台  
の上に乗せられ、ボレスワフの食卓へ運ばれていった1）。   
298   
（14）DE MAGNITATE MENSEET LARGITATE BOLEZLAY5  
Mensam vero suam sic ordinate，；sic honorifice；retinebat，；quod  
Omnidie privato XL mensas prlnClpales，eXCeptis minoribus，erigi  
faciebat；et nichiltamen de alienis，；sed de propriis，；in hiis omnibus  
expendebat．；Habebat etiam aucupes et venatores omnium fere  
nationum，：quisuisartibuscapiebantomnegenusvolatiliumetferarum，  
；dequibussingulis，；tam quadrupedibus．quam pennatis，；cottidie8sinr  
gulaapponebanturferculasuismensisl）；   
1）［M］ボレスワフ・フロプリの祝宴について述べられているこの箇所は、アインハル  
ト『カール大帝伝』二四の模倣であるように思われる。   
第十五章 ボレスワフによる王国の城塞と都市の統  
治について  
しばしば王国の国境を敵から守るのに忙しかった偉大なボレスワフは、他  
方で、執事や太守達に、毎年の祭日にどのような衣装を用意すべきか、また  
37  
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それぞれの都市にどのような食糧と飲料を備えるべきか、と尋ねられた時、  
いつも次のように言って、子孫に模範となる格言を思い起こさせるのであっ  
た。「私には、ここで雌鳥の雛を敵から守る方が、あれこれの都市で無為に宴  
会を開いて、私を嘲弄する敵に好機を与えるよりもl）、望ましいことであり、  
またより名誉な事だ。勇敢な敵によって、雛を喪うことになったら、それは  
単に雛一羽を喪うというのでなく、実は城や都市を喪うことなのだ」。そして、  
自分の一族のうち、召し出したいと思う者を呼び出し、一人一人を、それぞ  
れ都市や城塞に派遣した。彼らは、ボレスワフに代って、城塞や都市に宴会  
を催させ、衣装その他の、王が慣しとして贈る王固有の贈り物を自分達の臣  
民に与えた。このような言葉と行為によって、一般の人々は、この人物の分  
別と才能に感嘆し、お互いに次のように論じ合った2）。「これこそ正しく祖国  
の父であり、祖国の守護者である。披こそ君主であり、他人の財産の横領者  
レスププリカ  
でなく、国の名誉ある監督者である。農民が敵から暴力によって蒙った被害  
を、城や都市に加えられた破壊と見撤す人である。」いったい何のために多  
言を弄することがあろうが）。もし記憶に価する偉大なボレスワ7の行為や吉  
葉を個々それぞれに書き記そうと思うならば、それはあたかも筆によって大  
海を一滴づつ汲み尽くそうと労するようなものである。しかし、歴史家が苦  
労してやっと見つけることができた事柄に耳を傾けることが、どうして暇な  
読者の妨げになることがあろうか。   
（15）DE DISPOSICIONE CASTRORUM ET  
CIVITATUM SUIREGNIPER BOLEZLAUM   
Solebat quoque magnus Bolezlauus；in finibus regionis ab hostibus  
COnSerVandis：multociensoccupatus，；suisvillicis ac vicedominis，；quid  
deindumentisinfestisannualibuspreparatis，；quidvedecibisetpotibus  
：in singulis civitatibus fieretinterrogantibus，；proverbium posterisin  
exemplumcommemorare，Sicinquiens．Satiusethonestiusest hic michi  
gallinepullum abinimicisconservare，；quaminillis velillis civitatibus  
desidioseconvivantiinsultantibusmichimeishostibuslocumdarel）；Nam  
pu11umperderepervirtutem；nonpu11umreputo，Sedcastrumvelamitter・  
ecivitatem．；Etadvocansdesuisfami1iaribus，；quosvolebat，；singulos  
Singulis civitatibus velcaste11is deputabat；quiloco suicaste11isj et  
、一ボ   
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Civitatibus convivia celebrarent；acindumenta aliaque dona regalia，；  
querexdareconsueverat，；suisfidelibuspresentarent．；Talibusdictiset  
factisadmirabanturuniversl：prudentiametingeniumtantiviri，；confer－  
entes adinvicem2）．Hic est vere pater patrie，hic defensor，；hic est  
dominus，nOn aliene pecunie dissipator，；sed honestus reipublice  
dispensator，；quidampnumrusticiviolenterabhostibusillatum：castello  
reputat velcivitatiperdite conferendum．：Quid multis moramur3）．Si  
SingulafactaveldictamagniBolezlauimemorandacarptimvoluerimus  
SCriptitare，；quasistilolaboremusguttatimpelagusexsiccare．；Sedquid  
nocetociosislectoribushocaudire，；quodvixpotestcumlaborehystorio－  
graphusinvenire．；   
1）［M］sa11ust，BellumhLgurthinum，38－6”locumhostibusintroeundidedit．”サル  
ステイウス『ユグルタ戦記』三八一六「敵に、侵入する機会を与えた」   
2）［M］Act，4－15tlconferebantadinvicem”『使徒言行諒』四一一五「相談して」   
3）［M］Cosmas．1－5t’quidmultismoror”『コスマの年代記』一L五「どうLて多言  
を弄する必要があろうか。」  
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第十六章 偉大なボレスワフの痛ましき死について  
こうして、ボレスワフは、前に述べたように、他のいかなる王が持ってい  
るよりも多〈の物を持ち、より多くの優れた騎士を召し抱えていたが、いつ  
も自分のもとには騎士がいないと嘆いていた。そして誰かある新参の着で、  
ボレスワフのもとで武勇の賞れを待た老は、騎士と呼ばれず、王の息子と呼  
ばれた。さらに、よくあることであるが、騎士達のうちの誰かが、馬やその  
他のことで困窮していることを耳にすると、いつでもボレスワフは数えきれ  
ない程の物をこの騎士に与え、取巻きの人々に次のような冗談を語ったもの  
である。「このすぐれた騎士の不幸と貧乏を我が富によって打ち負かすことが  
できるように、もしもこの騎士をこの富によって死から救いだすことができ  
るなら、この大胆な好漢を軍隊に留めておくために、私は貧欲な死に大きな  
財産を背負わせてやりたいものだ。」   
それゆえ、ボレスワフの後を継ごうとする者が、このような栄光と勢威に  
到達しようとするならば、諸々の美徳において、このような偉大な人物を模  
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倣しなければならない。死後もこのような名声を獲得したいと願う人は、生  
きている間、徳においてこのような栄光を手に入れるがよい。もし誰かが、  
後世に残る名声においてボレスワフと肩を並べようと思うならば、己の生活  
をボレスワフの尊敬に価する生活に似せるよう努めるべきであろう。生活が  
多〈の誉むべき優れた振舞で飾られたならば、戦の勇武も称賛されるべきも  
のとなろう1）。記憶に留めるべき偉大なボレスワフの栄光は、このように大き  
なものであり、このような徳こそ、模倣されるべきものとして朗涌され、子  
孫の記憶に刻まれるべきであろう。というのは、神は徒に恩寵に次ぐ恩寵を  
ボレスワフに重ねられたのではなく2）、また同様に、理由もな〈、彼を諸々の  
王や公よりも高い地位に引き上げられたわけでもなかったからである。なぜ  
なら．ボレスワフは、神をあらゆるものの中で、またあらゆるものに勝って  
敬愛したからであり、また臣民に対しては、あたかも父が子に対する如〈、  
心の奥より、溢れる程の愛情を注ぎ込んだからである3）。それゆえ、すべての  
者は、とりわけ彼が敬愛していた人々、すなわち、大司教、司教、修道院長、  
修道士、司祭は、祈りを通じて熱心にボレスワフを神に推挙し、また諸公や  
騎士、その他の貴族達は、ボレスワフが常に戦の勝者となり、また彼が自分  
達より長〈生きることができるようにと、切に願ったのである4）。   
こうして、栄光に輝〈ボレスワフは、内なるものすべての避けがたき運命  
が遂行されるのを知っていたので5）、称賛に価する死によって、恵みに満ちた  
生涯を閉じようとしたが6）、その死にぎわに、あらゆる方面から臣民と諸侯と  
友人達を呼び集め、王国の統治と国状について、内密の指示を下し、また彼  
らに、自分の死後に生じる多くの不幸な未来を予言者の声をもって告げた。  
「母が息子に対するように、心をこめて育て上げた我が友よ、断末魔の中で  
我が目に映る有様が7）、願わくば、諸君にとって幸福に転ずるように。また願  
わくば、反逆の火を点ずる者等が神と人とを畏れるように即。ああ、哀れなこ  
とよ、実に鏡を通Lて見るように脱げに見える9）。王の子孫が追放され、かつ  
て我が足下に踏みつぶされた敵に慈悲を哀願している姿が18）。また、我が腰か  
ら、あたかも紅玉が飛び出るように子が生まれ11）、我が刀の桶を握り、己の光  
輝によってポーランド全体を再び光輝くものにするのが、遠くから見ること  
ができる。」まさにその時、悲哀と哀悼の情が、傍に立ってこの言葉を聞いて  
いた人々の心を貫いた。そして悲痛のあまり、すべての人々は呆然として自  
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らを喪うありさまであった12）。人々は、しばらくの間、苦悩に圧しつぶされて  
いたが、次のようにボレスワフに尋ねた。「どれ程の期間、喪服を着て、葬儀  
を行い、あなたの死を悼めばよいでしょう。」ボレスワフは、真情を帯びた声  
で答えた。「私は諸君等に、一月とか一年という哀悼の期間を定め置くつもり  
はない。誰であれ、私を識り、私の恩顧を得た人は、日々私を思い出し、悼  
んでくれるであろう13）。私を悼み悲しむ者は、私を知り、私の好意を受けた人  
だけでなく、彼らの息子も、またその息子の息子も14）、他の人がボレスワフ王  
の死を語る時には、土の死に心を痛ませるであろう。」   
こうしてボレスワフ王がこの世の交りから姿を消した時、黄金の時代は鉛  
の時代に変った15）。ポーランドは、かつては黄金に輝き、宝玉で飾られた女王  
であったが、今や寡婦の衣をまとって灰の中に座っている16）。琴の音は嘆きの  
声に変り17）、苫びは悲しみに18）、笛の響は嘆の息に変った19）。確かにポーラン  
ドでは、その年、誰→人宴会を公然と催すものはいなかったし、どの貴族も、  
男女を問わず、華美な服装で身を飾らず、料理屋では、拍手喝采も琴の響も  
聞かれなかった。娘達の歌も喜びの声も街に響かなかった。このことは、そ  
の年の間、すべての人々に等しく守られた。しかも、高貴な身分の男女によ  
るボレスワフの追悼は生涯にわたって続けられた。こうしてボレスワフ王が  
人々の聞から去ってしまうと、平和も陽気も富も同時にポーランドから消え  
去ってしまったように思われた。   
さて、これで、偉大なボレスワフへの賛辞に終止符を打つことにしよう。  
そして今少し、悲歌によって彼の死を悼むこととしよう2D）。  
駆けよ急げ、老いも若きも、男も女も、貴き人も、膿しき人も  
悲しみに心痛める人々よ、見よ、ボレスワフ王の埋葬の儀を  
そして我とともにかの人の死を心より嘆きたまえ  
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ああ哀れ、ボレスワフよ、汝の栄光、今いずこにありや  
汝の徳、汝の輝き、汝の豊かなる冨、今いずこにかある  
災いなり、我に残されし嘆きに覆われたるポーランドよ  
わらわ  つわもの  
友よ、悲しみに臥す妾を支え給え、兵よ、願わくば、寡婦となりし妾と  
ともに嘆き給え  
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客 よ、世に捨てられし我等の悲しみに応え給えよ  
いくぼくの嘆き、いか程の悲しみの、司教達にありしならん  
力も、身の覚えも、心もまた諸公達から喪せたり  
哀れ、哀れ、司祭達よ、哀れ、すべての者よ  
騎士の印の鎖首飾、身に帯びし汝ら  
日々、王より賜わりし衣に着替えし汝らよ、  
皆、ともに声を合わせて祈り給え  
ああ、今日というこの日、我等に災いあるかな  
かつて黄金の冠を戴き、宝玉の飾り服を身に帯びし淑女達よ  
そを打ち捨て  
あらぬの 粗布の哀しみの衣こそ被り給え  
哀れ、哀れ、ボレスワフよ  
父なる神よ、なぜに我等を捨てたまうや  
神よ、汝は、かくの如き勇者に死を許し賜いしは、なぜか  
なぜに、ありし日、我等に同じ刻の死を賜わぎりしか  
地はすべて見捨てられたり  
あるじ 王に捨てられし寡婦、そは主無き家の如し  
我等は、汝の死を悲しみ、悼み、身を震わせ、さ迷うばかり  
すべての人よ、我とともにかの勇者の弔いに心いたせよ  
富める者も、貧しき者も、騎士、僧侶、農夫もまた  
びとびと ラテン人もスラブ人も21）  
この地に住みなす人々、すべての者は、これらの歌を読み終えしよき心  
の者よ  
願わくば、深き心に動かされ、涙もて彼の人を弔い給わんことを  
、汝、我とともに泣かぎれば、汝は、そもいたく冷酷の人ぞ  
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（16）DE MORTE BOLEZLAUI GLORIOSI  
LAMENTABILI   
Cumigiturtotettantisrex Bolezlauusdiviciisprobisquemilitibus，ut  
dictumest，plusquamrex aliushabundaret，；querebaturtamensemper，  
qulaSOlismilitibusindigeret．；Etquicumqueprobushospesaqudeumin  
militia probabatur，；non milesi11e，Sed regis filius vocabatur；；et si  
quandoque，ut aSSOlet，eOrum quemiibetinfelicemin equlS Velin aliis  
audiebat，；infinita dando eicircumstantibus alludebat．三Sipossem sic  
huncprobummilitemamortedivitiisliberare，；sicutpossumeiusinfor－  
tunium et paupertatem mea copla Superare，三1pSam mOrtem avidam  
diviciis honerarem，；ut hunc talem∴tam audacem；in milicia  
reservarem．；Quocirca talem ac tantum virum successores debent vir－  
tutibusimitari，utValeant ad tantamgloriam et potentiamsublimari．：  
Quicupit postvitam acquireretantam famam，；acquirat，dum vivit，in  
Virtutibus tantam palmam．；Siquis captat Bolezlauo memorialititulo  
COmparari，；elaboretsuamvitameiusvitevenerabiliconformari．；Tunc  
erit virtusin gestis militaribus collaudandal）；cum fuerit vita multis  
honestis moribus adornata．；Hec erat magniBolezlauigloria  
memoranda，；talisvirtusreciteturposterorummemorieimitanda．：Non  
eniminvacuum．Deusilligratiamsupergratiam2）cumulavit，；necsiceum  
Sinecausatotregibusacducibusantefecit，；sedquiaDeuminomnibuset  
Super Omniadiligebat：et quoniam erga suos，‡sicut pater erga filios；  
Caritatisvisceribus affluebat3）；Undecuncti，Sed specialiter quosvener－  
abatur archiepiscopi，episcopi，；abbates，mOnaChi，eleriei，三sedule eum  
Suis precibus Domino commendabant；；duces vero，COmites，‡aliique  
proceres；hunc semper victorem，；hunc sibifore superstitem；  
exoptabant4）；§GloriosusitaqueBolezlauusfelicemvitamlaudabilifine  
COnCludens6）cum sciret se debitum carnis universe completurum5），tum  
Omnibus suis ad se principibus et amicis undique congregatis，de regni  
gubernacione et statu secrecius ordinavit，；eisque multa post se mala  
futura voce prophetica nuntiavit．；O utinam，fratres mei，三1nquit，quOS  
delicatetanquam mater filios enutrivi，；que positusin agone nocitura7）  
Video，VObisinprosperaconvertantur；etutinamignemsedicionisaccen－  
dentesDeumethominem8）vereantur；Heu，heu，1amquaSlperSpeCulum  
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in enlgmate9）video regalem prosapiam exulantem et oberrantem；et  
hostibus，quOS Sub pedibus conculcavimisericorditer supplicantemlO）∴  
Video etiam delonginquo delumbismeis procedere quasicarbunculum  
emicantem，11），；quigladiimeicapuloconnexus，SuOSplendore Poloniam  
totam efficit relucentem；Tunc veroluctus et meroribiastantium；et  
hoc audientium三cordisviscera penetravit；et pre dolore nimio mentes  
Omniumstuporvehemensoccupavit12）；Cumquepaulisperdolorerepresso  
Bolezlauuminquirerent，；quanto tempore funusipsius habitu cultuque  
lugubricelebrarent，；voceveridica respondit：Nec mensibus，neC annis  
doloris terminum vobis pono，Sed qulCumque me COgnOvit，；meamque  
gratiam acquisivit，；memor meidie cottidie13）me plorabit，；Et non  
SOlum，quimenoverunt，；meamquebenivolentiamhabuerunt，；sedetiam  
eorum filiifiliique filiorum－4）BolezlauireglS Obitum narrantibus aliis  
COndolebunt．；Bolezlauoigitur rege；de mundana conver・sacione  
decedente，；etas aureain plumbeam est conversa15）三Polonia prluS  
reglna，；auro radianteA cum gemmis coronata，；sedetin pulvere  
viduitatis vestibusinvoluta16）；Inluctum cythara17），gaudiumin  
merorem18），Organumin susplrla COnVertuntur－9）…Illo nimirum anno  
COntinuo nullusin Polonia convivium publice celebravit，；nullus nobilis  
Virvelfeminavestimentissesollempnibusadornavit，；nullusplausus，：  
nulluscytharesonus；audiebaturintabernis，；nullacantilenapue11aris，‡  
nulla voxletitie resonabatJin plateis，；Hoc per annum est a cunctis  
universaliter observatum．：sed viris nobilibus et feminis plorare Bolez－  
1auum est cum vite termino terminatum．：Regeitaque Bolezlauointer  
homines exeunte，；pax etletitia：rerumque copla‡videntur simulde  
Poloniacommeasse．；HactenusBolezlauimagnilaudibusterminimetam  
inponamus，；eiusquefunusaliquantulumcarminelugubrilugeamusZO）．：  
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Omnisetas，Omnissexus．omnisordocurrite，  
Bolezlauiregisfunuscondolentescernite，  
Atquemortemtantivirisimulmecumplangite．  
Heu，heu Bolezlaue，ubituagloria，  
Ubivirtus，ubidecus，ubirerumcopia？  
44   
『匿名のガル年代記』第一巻（翻訳と注釈）［第5牽から第17革まで］   
Satisrestat ad plorandum，VemichiPolonia．  
Sustentate mecadentem predolorecomites  
Viduatemihiquescocondoletemilites，  
Dcsolatirespondete：heu nobishospites！  
Quantusdolor，quantuSluctuseratpontificibus，  
Nullusvigor，nullussensus，nullamensinducibus，  
Heu，heucapellanis，heuipsisomsibus．  
Vos，quitorquesportabatisinslgnummi1itie  
EtqulVeSteSmutabatisregalescottidie，  
Simulomnesresonate，Ve，Ve nObishodie．  
Vosmatrone，queCOrOnaSgeStabatisaureas  
Etquevesteshabebatistotasaurifriseas  
Hisexutevestiatislugubresetlaneas．  
Heu，heu Bolezlaue，CurnOS paterdeseris  
DeustalemvirumumquammoricurpermiserlS，  
Curnonpriusnobis unam simulmortem dederis．  
Totaterradesolaturtaliregevidua，  
Sicutsuopossessorefactadomusvacua，  
Tuamortelugens，merenS，nutanSetambigua．  
Tantivirifunusmecum omnishomorecole，  
Dives，pauper，miles，Clerus，insuper agricole．  
LatinorumetSlauorum21）quotquotestisincole  
Ettulectorbonementis，hecquicumquelegeris，  
Queso motuspietatelacrimaseffuderis  
Multumerisinhumanus，nisimecumfleveris  
l）［M］Caesar deBello G711ica．V－8．”Quain re ad modum fuitmi1itum virtus  
laudenda．”カエサル『ガリア戦記』五一八rこの点で兵士の勇気は大いに称賛され  
るべきものであった。」   
2）［M］AdCorinthiosII6・1”exhortamurneinvacuumgratiamDeirecipiatis．”  
『コリントの信徒への手紙二』六→「あなたがたに勧めます∩神からいただいた恵  
みを無駄にしてはいけません」Sirach seu Ecclesiasticus．26－19 ttgratia super  
gratiammuliersanctaetpudorata”『シラ書』二六v一五「しとやかな妻は優し  
さにあふれ」（［訳注］『70人訳聖書』では次のようになっており、『ウルガータ』は  
この『70人訳』に忠実な訳である。t■Ⅹαβ‘丁‘汀‘ズαβ皿γWワαL叱彿叩βα，   
3）［M］ⅥfdS．Sfd乃∫s血J（M．P．H．t．4）9『聖スタニスワフ（小）伝』九「敬虔な心の  
奥底からあふれ出た。」  
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4）［P」上述のすべての簡所は、作者のボレスワフ・タンヴウステイに対する意味深長  
な警告であると′考えられる。すなわち、同名の卓越した人物であり、また祖父でもあ  
る人の名声に匹敵するように振る舞うべきだ、と。  
5）［M］Genesis6・13”finisuniversaecarnisvenitcoramme．．’柑IJ世記』六→一三   
「すべて内なるものを終らせる暗が私の前に釆ている。」  
6）［M］ボレスワ7・フロブリは、1025年六月十七日に没する。Balzer，Gβ〝βαわgわ．37－38．  
7）［M］ⅠⅠ，Macchabcorum．3－21”magnisacerdotisinagoneconstitutiexpectatio”   
『マカバイ記、二』三一ニーー「大祭司の激しい苦悩の姿」  
8）［M］Lucam，1B－4”etsiDeumnontimeonechominemrevereor．”『ルカによる  
福音書』一八一四「白骨は神など畏れないし、人を人とも思わない。」  
9）［M］Ad CorinthiosI，13・12．”videmusnunc persteculumin enigmate．tunc  
autemfacieadfaciem．”『コ1）ントの信徒への手紙』・三r一二「わたしたちは、  
今は、鏡におぼろに映ったものを見ている。だがそのときには、顔と顔とを合わせて  
見ることになる。」  
10）［M］Isaias63－3E’conculcavieosinira mea．”『イザヤ書』六三－rl「憤りをも  
って彼らを踏み砕いた。」、Danihe17－7ttreliquapedibussuisconculcans．”『ダニ  
エル書』七一七「残r）を足で踏みにじった。」  
11）［M］Genesis35－11．tlreges delumbis tuis egredientur”『創世記』三五一一一   
「あなたの腰カニえ差違が出るD」   
［P］「光輝〈紅玉」－カルブンクルというのは、特別に美しく磨かれた宝玉を意味  
した。この予言かボレスワフ■タンヴウステイに係わるものであることは明らかであ  
る。  
12）［M］Genesis27－33一’expavitlssac stupore vehementi，”『創世記』ニセー三三  
「激しく体を震わせて」  
13）［M］Psalmi67－19．”DeusbenedictusDominusdiecotidie．”『詩編』六七¶二O   
「主をたたえよ、日々」  
14）［M］Genesis，45－10．一’erisqueiuxtemetuet filiituietfiliifiliorumtuOVum．”  
F創世記』四五一一O「あなたも、息子も孫も、‥・私の近〈で暮らすことができます。」  
15）［P］ギリシャ・ローマの神話に由来する、時代推移についての観念。黄金、銀、銅、  
鉄の時代への提示。この最後の時代よりさらに悪い時代は、鉛の時代ということにな  
ろう。   
［M］古典古代の、おそらくオヴィデウスの『転身物語』一巻八九一一四○の模倣で  
あろう。  
16）［M］Lamentationes．1－1t’Quomodosedit sola civitaspleIla pOpulo facta est   
quasividuadominagentium．”『哀歌』→一一一「なにゆえに、独りで座っているの  
か、人に溢れていたこの都が。やもめとなってしまったのか、多〈の民の女王であっ  
たこの都が。」1saias．47－1”descendesedeinpulveremvirgofiliaBabylon”『イザ  
ヤ書』閃セーー「身を低〈して塵の中に座れ、おとめである娘バビロンよ。」Genesis．  
38－19．一’indutaestviduitatisvestibus”『創世記』三八一一九「やもめの服を着た。  
17）［M］Iob，30－31t’versaestinluctumcitharamea．”『ヨプ記』三0一三－「喪の  
調べをわたしの竪琴は奏で」  
18）［M］EpistulaIacobi，4－9．一trisusvesterinluctumconvertatur，etgaudjamim   
IれaerOrem，，，『ヤコブの手紙』四一九「笑いを悲Lみに変え、看びを愁いに変えなき  
い。」  
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19）［MjIob，30－31”organummeuminvocemflentium．”『ヨプ記』三OL三－「悲  
しみの歌をわたしの笛は歌う。」   
20）LB］以下の詩は、三十連十五詩脚トロカイックの詩。翻訳にあたっては、本学・文  
学部の渡辺護化の御教示を得た。  
［P］以卜のボレスワフの死への哀歌は、カンタベリー大司教ラフランクへの哀歌が  
その範型として作者の前にあった、ということは十分ありそうなことである。R＿  
Gansiniec，tlLiryka Ga11a－Anonima．”fbmietnik LileTaCki，49，1958p．374－387．  
［M］t7iaChrodegtlngi玖MeEtensis（M．G．H，SS，X．567）”ornnissexus，Ornnls  
etas：”『メティスの司教フロアガング伝』「男も女も、老いも若きも」   
21）［B］Ⅹ・ランツコラインスカは、ボレスワフ・フロプリの時代のポーランドには、  
ラテン山口“マ的典礼とスラヴ一口ーマ的典礼の二つの形式が存着三していたと考え、  
このt’LatinorumetSlavorum”を、この二つの典礼を示唆するものとLて解釈して  
いる。  
［M］l万Ia Malhildts（M．G．H．SS．x．p582）”Ottoiuniorfiliuseius regnum  
Latinorum et Saxonum possedit．”『マナルド伝』「息子、若きオット■は、ラテ  
ン人の囲もザクセン人の国をも領有した。」   
第十七草 偉大なボレスワフの息子ミエシコニ世の  
継承について  
従って、偉大なボレスワフがこの世を去って後、彼の息子ミュシコニ世が   
王国を継承した1）。父の存命中、彼は皇帝オットー三世の妹を妻として受け入   
れ2）、彼女からカジミエシ、すなわち、ポーランドの復興者カロルを儲けた3）。   
他方、このミュシコもすぐれた騎士であり、戦の功績も数多くあったが、そ   
れらを数え挙げていけば、叙述は長くなるであろう。  
さて、ミュシコは父王ボレスワフに対する羨望嫉妬のために、近隣のすべ   
ての国に憎まれる者となった。しかも、ミュシコは、気力においても、徳に   
おいても、富においても父ボレスワフに比肩しうる者ではなかった。そこで、  
はかりごと   
謀の罠にかかり、ボヘミア人によって廷臣会議の最中に捕えられ、子を生ま   
ぬように生殖器を革の紐で縛られた、といわれている。というのは、彼の父   
ボレスワ7王が彼らに同じような侮辱を加えたからである。すなわち、彼ら   
の公でもあり、また自分の伯父でもあった人を盲目にしたのである4）。ミュシ   
コは、捕われの身から解放されて国に帰ったが、もはやそれ以上妻を知るこ   
とはなかった。しかしミュシコについては、もうこれ以上は黙して語らぬこ   
ととしよう。そしてポーランドの復興者カジミエシの話に移ることとしよう。  
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（17）DE SUCCESIONE MESCHONISIIBOL－  
EZLAYDES GLORIOSI   
Postquam ergo magnus Bolezlauus de mundo decessit，；secundus  
Mescho，filiusciusinregnumsuccessitl）；quiiamviventepatresororem  
tertiiOttonisimperatoris uxorem acceperat2）∴de qua Kazimirum，三id  
est Karolum3），；restauratorum Polonie，prOCrearat：Hic vero Mescho  
mi1cs probus fuit；multaque gesta mi1itarla，quelongum est dicere，  
pcrpctravit．；Hic etiam propter patrisinvidiamvicinis omnibus extitit  
odiosus，；nec sicut pater eius vita．velmoribus，Veldivitiis copiosus；  
DicituretiamaBohemicisinco1loqulOpertraditionemcaptus；etgenita－  
1ia ne glgnere pOSSet，COrrlgllS aStrrictus，：qula reX Bolezlauus，；pater  
eius，；simi1em eisiniuriam fecerat，；quoniam eorum ducem suumque  
avunCulum excecaverat4）；Quide captione quidem exivit，；sed uxorem  
ulterius non cognovit．：Sed de Meschone sileamus；et ad Kazimirum  
restauratorem Polonie descendamus．；  
1）［M］ミュシコニ世ランベルトウス。990年に生れ、1034年に没する。Balzer，  
Cビガeα／（智7α，p．65－67．  
［訳注］パルゼルにおいては、ミュシコニ世は、→方でティトマールの年代記に拠っ  
て、ボレスワフ■フロブリとその妻エムニルタの間に生れた子とされ、他方ドゥゴー  
シの年代記に拠って、ユデソトとの間の子とされている。またパルゼルは、Fマグデ  
ブルグ年報」、『ザクセン年代記』に拠って、ミエシコニ世が、ボレスワ7・フロプリ  
の継承者として王位に即いた、と述べている。   
2）［M］ミュンコニ世の重りへ－ザRichezac エーレンフ1）－ドオットー三世の妹マ  
ナルタとの間に生まれた娘c 結婚は、1013年に行われた。Balzer，p．67．   
3）［M］カジミールス・カルロス。ミュシコニ世とりへ－ザとの間に生れた。1016年七  
月二五日に生れ、1058年十一月二八Rに没する。Balz町p，81．   
4）［M］コスマは、その年代記の第一巻三1一四季の999年の項に、これを行ったのはミ  
ュシコ・世であったとしているが、1003年にボヘミア公ボレスワフ・ルーフスを盲に  
する命令を出したのは、ボレスワフ・」フロブリであった。Zakrzewski，上わん∫血びCノz和占サ  
♪，179．  
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